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《
問
合
せ
》
大
交
流
課
☎
21

-

9
0
1
6

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
G
G
N
）加
盟
3
周
年

○
日
和
山
海
岸
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー

　

7
月
19
日
、
城
崎
マ
リ
ン
ワ
ー

ル
ド
の
敷
地
内
に
、
日
和
山
海
岸

修
会
を
行
い
ま
し
た
。
市
担
当
部

署（
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
）の
講
義

や
、
地
元
女
性
か
ら
な
る
田た

結い

湿

地
ガ
イ
ド「
案あ
ん

ガ
ー
ル
ズ
」の
現
地

案
内
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
、
地
域
の
ガ
イ
ド
を
含
め

て
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地

と
ジ
オ
パ
ー
ク
と
の
つ
な
が
り
を

さ
ら
に
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
田
結
区
の
方
々
の
協
力

で
、
田
結
海
岸
、
日
和
山
海
岸
を

船
か
ら
見
学
し
ま
し
た
。
海
岸
部

に
も
素
晴
ら
し
い
景
観
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
？

「
地
球
活
動
の
遺
産
」

　

ジ
オ
パ
ー
ク
は
地
質
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
地
球
の
活
動
で
で

き
た
地
形
・
地
質
を
基
盤
と
し
た
、

気
候
・
風
土
、
生
物
、
文
化
・
歴

史
、
人
々
の
暮
ら
し
の
関
わ
り
全

て
が
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。

　

偉
大
な
風
景
も
、
湧
き
出
る
温

泉
も
、
冬
の
味
覚
の
カ
ニ
も
、
地

球
活
動
が
も
た
ら
し
た
恵
み
で
す
。

大
地
の
恵
み
を「
見
て
」、「
食
べ

て
」、
地
球
活
動
と
人
々
の
暮
ら

し
の
関
係
を「
学
び
」、
楽
し
む
場

所
が
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。

地
域
の
主
な
活
動

　

市
内
で
は
、
地
元
の
方
々
、
地

域
団
体
、
民
間
企
業
な
ど
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

○
ラ
ム
サ
ー
ル
と
の
連
携

　

ジ
オ
パ
ー
ク
関
係
者（
大
交
流

課
、
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
、

玄
武
洞
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
）で
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
を
学
ぶ
研

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
が
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
G
G
N
）に
加
盟
し
て
、
10
月
で

3
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
を
支
え
る
の
は

「
活
動
」と「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」で

す
。
地
域
の
資
源
を
保
全
し
な
が

ら
、教
育
や
観
光
な
ど
に
活
用
す
る

「
人
々
の
活
動
」が
重
要
で
す
。
ま

た
、地
元
の
方
々
と
、府
県
市
町
、他

の
国
内
外
の
ジ
オ
パ
ー
ク
と
連
携

し
て
活
動
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

来
年
は
、
G
G
N
に
加
盟
し
て

4
年
目
で
、
活
動
状
況
が
再
審
査

さ
れ
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
ジ
オ
パ
ー
ク
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
市
内
の
ジ
オ

サ
イ
ト（
見
ど
こ
ろ
）を
巡
っ
て
、

そ
の
景
色
を
見
て
楽
し
む
こ
と
も

活
動
の
一
つ
で
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
に
誘
い

合
っ
て
参
加
し
、
市
内
外
の
方
々

に「
自
分
の
住
む
地
域
の
魅
力
」を

伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
市
民
一
体

と
な
っ
て
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
を

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
額
縁
に
見
立
て
た
窓
か

ら
見
る
日
和
山
海
岸
は
素
晴
ら
し

い
景
色
で
す
。
セ
ン
タ
ー
内
に
あ

る
ジ
オ
カ

フ
ェ
で
は

飲
み
物
も

注
文
で
き

ま
す
。

《
問
合
せ
》城
崎
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド

☎
28

2
3
0
0

※
1
日
5
回
の
定
期
ガ
イ
ド
有
り

○
竹
野
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド

　

ガ
イ
ド
が
猫
崎
半
島
な
ど
を
案

内
し
て
い
ま
す
。
ゾ
ウ
の
足
跡
化

石
や
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル（
甌お
う

穴け
つ

）な
ど

に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▲「案ガールズ」によるガイド

▲たじま洞門▲オットセイ岩

▲日和山海岸ガイドセンター
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○
ジ
オ
カ
ヌ
ー

　

竹
野
海
岸
で
は
ジ
オ
カ
ヌ
ー
が

好
評
で
す
。
カ
ヌ
ー
で
し
か
行
け

な
い
場
所
や
見
ら
れ
な
い
景
色
が

あ
り
ま
す
。
10
月
ま
で
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
五
感
を
使
っ
て
海

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
問
合
せ
》た
け
の
ス
タ
イ
ル
推
進

協
議
会（
北
前
館
）

　

☎
47

2
0
2
0

○
竹
野
海
岸
遊
覧
船

　

竹
野
海
岸
で
は
平
成
23
年
か
ら

「
竹
野
海
岸
ジ
オ
遊
覧
船
」を
夏
季

限
定
で
運
航
し
て
い
ま
す
。
乗
船

ガ
イ
ド
の
案
内
を
聞
き
な
が
ら
、

海
上
か
ら
ジ
オ
パ
ー
ク
を
楽
し
め

ま
す
。
船
か
ら
見
る
猫
崎
半
島
は
、

先
端
の
柱
状
節
理
の
景
観
が
見
事

で
す
。
玄
武
洞
公
園
の
玄
武
岩
の

柱
状
節
理
と
ど
ち
ら
が
太
い
で
し

ょ
う
か
。　

ま
た
、
県
の
天
然
記

念
物
の「
宇う

日い

の
流
紋
岩
」は
船
か

ら
し
か
見
え
な
い
景
色
で
す
。
今

年
も
多
く
の
方
が
乗
船
し
ま
し
た
。

（
今
季
は
8
月
18
日
で
終
了
）

▽
日
時
・
場
所

①
会
議　

10
月
26
日（
土
）午
前
9  

時
〜
午
後
5
時
30
分

　

城
崎
温
泉 

西
村
屋
ホ
テ
ル
招

月
庭

②
参
加
者
交
流
会　

同
日
午
後
6

時
〜

　

豊
岡
市
役
所
城
崎
支
所
2
階
大

会
議
室

③
現
地
見
学
会　

10
月
27
日（
日
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

分

　

城
崎
温
泉
、
田
結
断
層
、
玄
武

洞
公
園
、
豊
岡
市
街
、
神
鍋
高

原（
借
上
バ
ス
で
移
動
）

▽
会
議
内
容

①
講
演　

ギ
リ
シ
ャ
、
ベ
ト
ナ
ム
、

日
本
の
ジ
オ
パ
ー
ク
関
係
者
に

よ
る
講
演

②
ポ
ス
タ
ー
発
表

③
総
合
討
論

▽
料
金

①
会
議　

無
料

②
交
流
会　

3
千
円（
学
生
2
千   

円
）

③
現
地
見
学
会　

5
千
円

▽
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙

に
記
入
の
上
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
郵
送（
要
事
前
申
込
み
）

※
申
込
用
紙
は
、
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
国
際
学
術
会
議「
城
崎

会
議
」実
行
委
員
会
、
豊
岡
市

○
N
P
O
法
人か

ん
な
べ
自
然
学
校

　

神
鍋
高
原
で
、
ジ
オ
パ
ー
ク
自

然
体
験
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
う

団
体
が
、
4
月
か
ら
活
動
を
始
め
、

6
月
に
N
P
O
法
人
化
さ
れ
ま
し

た
。
ガ
イ
ド
だ
け
で
な
く
、
自
然

体
験
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

企
画
が
あ
り
ま
す
。
神
鍋
の
魅
力

を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
問
合
せ
》N
P
O
法
人
か
ん
な
べ

自
然
学
校

　

☎
20

3
5
4
1

ジ
オ
パ
ー
ク「
城
崎
会
議
」

参
加
者
募
集
中

　

国
内
外
の
ジ
オ
パ
ー
ク
関
係
者

が
集
ま
る
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
国
際
学
術
会
議「
城
崎
会
議
」に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▽
テ
ー
マ　

自
然
の
恵
み
と
災
害

《
問
合
せ
》た
け
の
観
光
協
会

　

☎
47

1
0
8
0

ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
額
縁
に
見
立
て
た
窓
か

ら
見
る
日
和
山
海
岸
は
素
晴
ら
し

い
景
色
で
す
。
セ
ン
タ
ー
内
に
あ

る
ジ
オ
カ

フ
ェ
で
は

飲
み
物
も

注
文
で
き

ま
す
。

《
問
合
せ
》城
崎
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド

☎
28

2
3
0
0

※
1
日
5
回
の
定
期
ガ
イ
ド
有
り

○
竹
野
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド

　

ガ
イ
ド
が
猫
崎
半
島
な
ど
を
案

内
し
て
い
ま
す
。
ゾ
ウ
の
足
跡
化

石
や
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル（
甌お
う

穴け
つ

）な
ど

に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

役
所
大
交
流
課
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
同
実
行
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
能
で
す
。

▽
申
込
期
限　

10
月
18
日（
金
）　

必
着

《
問
合
せ
》山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

国
際
学
術
会
議　
「
城
崎
会
議
」

実
行
委
員
会　
　

　
（
豊
岡
総
合
庁
舎
3
階
）

　

☎
26

3
7
8
3

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://sanin-geo.jp/

玄
武
洞
公
園
内
の

園
路
通
行
規
制
の
お
知
ら
せ

　

玄
武
洞
公
園
で
は
安
全
対
策
工

事
の
た
め
、
園
路
の
一
部
が
立
入

禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。
次
の
期

間
中
、
白
虎
洞
・
南
朱
雀
洞
・
北

朱
雀
洞
の
見
学
が
で
き
ま
せ
ん
。

ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
工
事
期
間　

12
月
末
日
ま
で　

（
予
定
）

※
原
則
、
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く

▽
そ
の
他　

玄
武
洞
公
園
ガ
イ
ド

案
内
、
玄
さ
ん
出
演
は
、
通
常

通
り
実
施（
工
事
の
状
況
に
よ  

り
急
き
ょ
中
止
の
場
合
あ
り
）

《
問
合
せ
》大
交
流
課

　

☎
21

9
0
1
6

▲宇日の流紋岩 ▲猫崎半島の柱状節理

▲ジオカヌー

▲かんなべ自然学校



東京“渋谷ヒカリエ”で開催！
豊岡エキシビション2013

　８月27日～９月１日、首都圏で最も集客力のある商業施設といわれている｢渋谷ヒカリ
エ」（東京都渋谷区）で、｢豊岡エキシビション2013｣を開催しました。
　日本の情報発信拠点｢東京｣で、多くの方に｢豊岡｣とその魅力を知っていただき、交流
人口を増やすことを目的とするもので、今年で５回目です。
　引き続き、豊岡の魅力をどんどん発信し、大交流を推進することで地域経済を活性化
します。

《問合せ》大交流課☎21-9016

　

今
回
の「
豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ

ン
」は
、
日
ご
と
に
テ
ー
マ
を
設

定
し
、
6
日
間
連
続
で
開
催
し
ま

し
た
。

○
主
な
内
容

・
出
張
市
長
室
を
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

　
（
ガ
ラ
ス
張
り
の
部
屋
）に
開
設

・
豊
岡
の
食
材
を
使
っ
た「
豊
岡

定
食
」を
販
売

・
日
替
わ
り
の
テ
ー
マ
設
定
に
よ

る
展
示

・
第
三
者
の
視
点
で
豊
岡
を
語
る

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
実
施　

な
ど

〜
近
畿
最
古
の
芝
居
小
屋

「
永
楽
館
歌
舞
伎
」〜

　

初
日
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、出

石
永
楽
館
の
魅
力
を
語
り
ま
し
た
。

〜
小
さ
な
世
界
都
市　

豊
岡

自
然
と
共
生
の
取
組
み
〜

　

2
日
目
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
野
生
復
帰
に
関
す

る
取
組
み
を
語
り
ま
し
た
。

出
演　

中
村
壱か
ず

太
郎
さ
ん（
歌
舞

　

伎
俳
優
）、
葛
西
聖
司
さ
ん（
ア

　

ナ
ウ
ン
サ
ー
）、
中
貝
市
長

８
月
27
日　

歌
舞
伎
の
日

８
月
28
日

　

 

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
自
然
の
日

▲トークショー①

▲「歌舞伎の日｣展示▲出張市長室（ショーケース）の様子
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出
演　

指さ
し

出で

一
正
さ
ん（
ソ
ト
コ

　

ト
編
集
長
）、
中
西
圭
三
さ
ん

　
（
歌
手
･
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）、

　

中
貝
市
長

〜
城
崎
温
泉
で
読
み
た
く
な
る

新
し
い「
城
の
崎
に
て
」〜

　

土
産
と
し
て
購
入
で
き
る「
注
釈・

城
の
崎
に
て
」（
オ
リ
ジ
ナ
ル
装
本
）

の
制
作
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
演　

幅　

允よ
し

孝た
か

さ
ん（
ブ
ッ
ク

デ
ィ
ク
レ
ク
タ
ー
）、
江
口
宏

志
さ
ん（U

ユ
ト
レ
ヒ
ト

trecht

代
表
）、
尾

原
史
和
さ
ん（
ア
ー
ト
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
）、
長
嶋
り
か
こ
さ
ん

（
同
）、
片
岡
大
介
さ
ん（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
本
と
温
泉
理
事
）

　

3
回
目
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
、

「
乙
女
の
豊
岡
案
内
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
」と
し
て
、
女
性
目
線
で
豊
岡

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。　　
　

出
演　

ひ
う
ら
さ
と
る
さ
ん（
漫

　

画
家
）、
甲
斐
み
の
り
さ
ん（
文

　

筆
家
）

※
こ
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
模
様
は

「
ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム
」で
視
聴
で

き
ま
す
。http://www.ustream

.
tv/user/toyooka_exhibition

〜
日
本
の
鞄
の
7
割
を
生
産
す
る

　

豊
岡
の
鞄
職
人
が
悩
み
相
談

受
け
付
け
ま
す
!
〜

　

豊
岡
で
、
か
ば
ん
に
関
連
し
た

業
務
に
従
事
す
る
職
人
が
、
来
場

者
の
か
ば
ん
に
関
す
る
相
談
に
応

対
し
ま
し
た
。

　
「
日
本
一
ゆ
か
た
の
似
合
う
ま

ち　

城
崎
」を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
ゆ
か
た
を
着
て
、
温

泉
気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。

出
演　

Ｋキ

キ

Ｉ
Ｋ
Ｉ
さ
ん（
モ
デ
ル
）、

古
川
誠
さ
ん（
オ
ズ
マ
ガ
ジ
ン

編
集
長
）、
柴
田
良
馬
さ
ん（
城

崎
温
泉　

若
旦
那
）

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
終
了
後
に
は
、

城
崎
温
泉
旅
行
な
ど
が
当
た
る
抽

選
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
カ
バ
ン
相
談
室

出
演　

衣
川
克
典
さ
ん（
カ
バ
ン

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）、
三
橋
洋
一

　

さ
ん（
カ
バ
ン
修
理
）

〜
浴
衣
の
似
合
う
温
泉
街〝
城
崎
〞

　

温
泉
気
分
の
ゆ
っ
た
り
ト
ー
ク

　

 

シ
ョ
ー
〜

〜
豊
岡
は
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
!?
キ
レ

 

イ
に
な
る
乙
女
の
豊
岡
巡
り
〜

８
月
29
日　

文
学
の
日

８
月
30
日　

女
磨
き
の
日

８
月
31
日　

カ
バ
ン
の
日

９
月
１
日　

浴
衣
の
日

▲トークショー②▲｢城の崎にて｣制作発表

▲出張市長室▲トークショー③

▲カバン相談室

▲トークショー④

▲浴衣の無料レンタル

豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
2
0
1
3

を
振
り
返
っ
て

　

今
回
の
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
は
、

招
待
者
の
み
を
対
象
と
し
た
イ

ベ
ン
ト
で
は
な
く
、
一
般
の

方
々
に
も
参
加
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど

を
活
用
し
た
告
知
に
も
力
を
入

れ
ま
し
た
。

　

東
京
在
住
の
豊
岡
フ
ァ
ン
が

豊
岡
を
語
る「
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」

（
4
回
）に
は
、
約
3
8
0
人
の

方
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
張
市
長
室
へ
の
訪

問
者
や
見
学
者
、
豊
岡
定
食
を

召
し
上
が
っ
た
方
を
合
わ
せ
る

と
、
約
2
8
0
0
人
も
の
方
が
、

豊
岡
の
魅
力
に
触
れ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
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市
政
の
動
き

　  

9
月
定
例
報
告

市
長
総
括
説
明
から

  

8
月
30
日
、
平
成
25
年
第
4
回

市
議
会
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
新
庁
舎
開
庁
と
豊
岡
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
述
べ
た

後
、
当
面
す
る
市
政
の
諸
課
題
な

ら
び
に
提
出
議
案
の
主
な
も
の
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
安
全
に
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　
暮
ら
せ
る
ま
ち

○
豊
岡
防
災
公
園
の
整
備
拡
充

　

緊
急
用
災
害
資
材
置
き
場
な
ど

が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
今
後
隣

接
地
の
買
収
、
倉
庫
棟
の
実
施
設

計
を
行
い
、
来
年
度
に
整
備
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

○
豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用

 

計
画

  

豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、

仮
庁
舎
と
し
て
使
用
し
て
き
ま
し

た
が
、
新
庁
舎
に
そ
の
機
能
が
移

転
し
た
た
め
、
空
き
ス
ペ
ー
ス
を

有
効
利
用
す
る
べ
く
利
用
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

○
第
2
あ
す
な
ろ
苑
の
利
活
用

　

第
2
あ
す
な
ろ
苑
は
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
豊
岡
市
手
を
つ
な

ぐ
育
成
会
へ
の
使
用
貸
借
期
間
を

来
年
3
月
31
日
ま
で
延
長
し
、
そ

の
後
に
利
活
用
す
る
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
を
公
募
し
ま
す
。

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち
　

○
北
但
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

　

北
但
ご
み
処
理
施
設
整
備
・
運

営
事
業
者
は
、
タ
ク
マ
グ
ル
ー
プ

に
決
定
し
ま
し
た
。

○
海
岸
漂
着
物
地
域
対
策
推
進

 

事
業

　

海
岸
漂
着
物
地
域
対
策
推
進
事

業
で
、
美
し
い
海
岸
の
創
出
を
目

指
し
ま
す
。
今
年
度
は
竹
野
と
港

地
域
の
海
岸
で
実
施
し
ま
す
。

○
大
規
模
太
陽
光
発
電
事
業

　
「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
・
山
宮
地

場
ソ
ー
ラ
ー
」の
、
発
電
開
始
か

ら
8
カ
月
間
の
発
電
量
は
、
想
定

量
の
1
1
0
・
2
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

売
電
収
入
は
約
2
千
万
円
と
な
り

ま
す
。

　

第
2
期
事
業
は
、
売
電
開
始
が

9
月
か
ら
10
月
中
旬
に
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

　

但
馬
空
港
西
側
広
場
の
太
陽
光

発
電
事
業
は
、
但
銀
リ
ー
ス
㈱
、

同
栄
商
事
㈱
、
㈱
カ
ネ
カ
の
3
社

と
契
約
に
向
け
た
協
議
を
進
め
、

9
月
に
は
工
事
着
手
予
定
で
す
。

　

㈱
カ
ネ
カ
と
土
地
貸
付
契
約
を

締
結
し
た
日
高
町
堀
の
市
遊
休
地

は
12
月
に
発
電
開
始
予
定
で
す
。

○
豊
岡
市
生
物
多
様
性
地
域
戦
略

　
「
豊
岡
市
生
物
多
様
性
地
域
戦

略
」を
策
定
し
ま
し
た
。
戦
略
期

間
は
15
年
間
、
目
標
は「
穏
や
か

に
響
き
あ
う　

い
の
ち
と
地
域
」

で
、
実
践
の
地
域
単
位
を「
小
学

校
区
」に
し
て
い
ま
す
。

■
持
続
可
能
な「
力
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
高
め
る
ま
ち

○
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

　

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
恵
み
豊
岡
」は
、
オ
ー
プ

ン
2
年
目
の
昨
年
7
月
か
ら
今
年

6
月
ま
で
を
前
年
と
比
較
す
る
と
、

総
売
上
高
は
34
・
2
パ
ー
セ
ン
ト

ア
ッ
プ
、
来
客
数
も
31
・
7
パ
ー

セ
ン
ト
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

○
ジ
オ
ツ
ア
ー
バ
ス
の
運
行

　

ジ
オ
ツ
ア
ー
バ
ス
補
助
制
度
の

平
成
24
年
度
の
実
績
は
、
利
用
バ

ス
台
数
が
82
台
、
延
べ
人
数
が

2
8
6
0
人
で
、
共
に
前
年
度
よ

り
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
本
年
度
は

さ
ら
に
好
調
で
す
。
ま
た
、
来
春

以
降
の
旅
行
代
理
店
な
ど
へ
の
営

業
活
動
の
た
め
、
補
助
事
業
の
債

務
負
担
行
為
の
補
正
予
算
を
提
出

し
て
い
ま
す
。

○
豊
岡
農
業
ス
ク
ー
ル

　

本
市
の
農
業
を
担
う
農
業
者
を

育
成
す
る
ス
ク
ー
ル
が
4
月
に
開

校
し
、
研
修
生
3
人
が
農
業
生
産

法
人
で
研
修
を
受
け
て
い
ま
す
。

○
漁
業
用
燃
油
高
騰
対
策
支
援

　

急
激
な
円
安
に
よ
る
燃
油
価
格

の
高
騰
が
漁
業
経
営
に
大
き
な
打

撃
を
与
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
市
は
、

国
の
緊
急
対
策
に
加
え
て
、
基
金

制
度
の
漁
業
者
負
担
金
を
30
パ
ー

セ
ン
ト
を
上
限
に
支
援
し
ま
す
。

○
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

　

ま
ち
な
か
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
、

情
報
提
供
や
地
場
産
品
販
売
の
シ

ョ
ッ
プ
を
設
置
し
、
イ
ベ
ン
ト
に

利
用
で
き
る
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
を

整
備
し
ま
す
。
10
月
に
整
備
工
事

に
着
手
し
、
来
年
2
月
の
オ
ー
プ

ン
を
目
指
し
ま
す
。

　

南
庁
舎
別
館
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
管
理
運
営
事
業
者
の
一
般
社

団
法
人
ノ
オ
ト
と
協
議
し
な
が
ら
、

7
月
に
実
施
設
計
を
終
え
、
10
月

か
ら
改
修
工
事
に
着
手
す
る
予
定

で
す
。

○
鞄
縫
製
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

 

セ
ン
タ
ー

　

か
ば
ん
縫
製
者
の
不
足
が
続
き
、

か
ば
ん
産
業
の
衰
退
、
廃
業
な
ど

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
市
は
、

国
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
を
活
用

し
、
鞄
縫
製
者
育
成
を
委
託
事
業

と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

9
月
2
日
に
セ
ン
タ
ー
を
開
校

し
、
本
年
度
は
20
人
の
縫
製
者
を

育
成
し
ま
す
。

○
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
償
還
金

　

の
滞
納
者
に
対
す
る
支
払
督
促

　

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
の
滞

納
者
に
対
し
、
法
的
措
置
と
し
て

の
支
払
い
督
促
な
ど
を
実
施
し
、

成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
今
後
も

滞
納
整
理
に
努
め
ま
す
。

○
国
道
4
2
6
号
豊
岡
バ
イ
パ
ス

 

　

の
開
通

　

平
成
14
年
度
に
着
手
さ
れ
た
豊

岡
バ
イ
パ
ス
は
、
11
月
末
に
全
線

完
成
予
定
で
す
。
全
線
開
通
に
よ

り
、
公
立
豊
岡
病
院
へ
の
患
者
の

搬
送
時
間
の
短
縮
、
ま
た
計
画
中

の
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
へ
の
ア

ク
セ
ス
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
の

 

利
用
状
況

　

今
年
4
月
か
ら
8
月
末
ま
で
の

利
用
率
は
、
68
・
5
パ
ー
セ
ン
ト

程
度
が
見
込
ま
れ
、
過
去
最
高
の

ペ
ー
ス
で
推
移
し
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
伊
丹
経
由
の
東
京
乗
継

利
用
も
、4
9
3
8
人
を
記
録
す

る
な
ど
、
年
間
利
用
1
万
人
に
達

す
る
ペ
ー
ス
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
の

 

下
期
ダ
イ
ヤ

　

今
年
12
月
か
ら
来
年
1
月
6
日
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※市ホームページに「市長総括説明」の全文を掲載しています。

た
若
者
の
就
労
支
援
事
業
に
利
用

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
職

業
訓
練
を
受
け
た
卒
業
生
ら
が
、

森
林
資
源
を
次
世
代
に
残
す
山
づ

く
り
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
対
人
関
係
が
苦
手
な
人

な
ど
が
地
域
社
会
活
動
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
支
援
す
る
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
も
行
い
ま
す
。

■
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

○
豊
岡
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

 

　

の
設
置

　

昨
年
8
月
に
法
が
公
布
さ
れ
、

平
成
27
年
4
月
か
ら
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
を
総
合
的
に
推
進
す
る

新
制
度
に
移
行
し
ま
す
。
移
行
に

際
し
て
は
、
市
の「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」を
策
定
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
計
画

策
定
や
施
策
の
実
施
状
況
な
ど
を

調
査
審
議
す
る
機
関
と
し
て
、「
豊

岡
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」を

設
置
し
ま
す
。

○
奈
佐
幼
稚
園
跡
地
利
用
計
画

　

奈
佐
幼
稚
園
と
五
荘
幼
稚
園
を

統
廃
合
し
、
今
年
4
月
に「
五
荘

奈
佐
幼
稚
園
」を
開
園
し
ま
し
た
。

奈
佐
幼
稚
園
跡
地
は
、
当
面
、
奈

佐
地
区
に
5
年
間
の
期
限
で
無
償

貸
与
し
、
維
持
管
理
費
は
地
元
負

担
と
す
る
こ
と
で
地
域
と
協
議
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

県
警
察
本
部
で
は
、
老
朽
化
し

た
奈
佐
駐
在
所
の
移
転
候
補
地
と

し
て
奈
佐
幼
稚
園
跡
地
を
検
討
さ

れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

○（
仮
称
）西
気
・
清
滝

 

認
定
こ
ど
も
園
の
整
備

　

蓼
川
福
祉
会
が
指
定
管
理
で
運

営
す
る
西
気
保
育
園
・
清
滝
保
育

園
と
、
市
の
清
滝
幼
稚
園
の
3
園

を
統
合
し
た（
仮
称
）西
気
・
清
滝

認
定
こ
ど
も
園
を
、
平
成
27
年
4

月
か
ら
蓼
川
福
祉
会
が
設
置
運
営

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
同
会
と
地

域
の
理
解
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

○
森
本
中
学
校
の
統
合

　

竹
野
南
地
区
区
長
会
長
、
森
本

中
学
校
P
T
A
会
長
か
ら
、
森
本

中
学
校
の
統
合
に
関
す
る
要
望
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
統

合
に
向
け
て「（
仮
称
）豊
岡
市
立

森
本
中
学
校
統
合
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
、
調
整
、
協
議
を
進
め

ま
す
。

■
人
生
を
楽
し
み
お
互
い
を

 
支
え
合
う
ま
ち

○
豊
岡
市
民
会
館
の

 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

豊
岡
市
民
会
館
の
大
規
模
な
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
11
月
下
旬
か

ら
来
年
6
月
末
に
か
け
て
順
次
施

工
す
る
予
定
で
す
。
内
容
は
、
耐

震
補
強
工
事
、
外
壁
補
修
、
ト
イ

レ
改
修
、
会
議
室
床
面
張
替
な
ど

の
ほ
か
、
ホ
ー
ル
音
響
改
善
、
楽

屋
改
修
な
ど
で
す
。

○
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
10
周
年

 

記
念
事
業

　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
の
10
周
年
を

記
念
し
、
新
作
能「
田た

道じ

間ま

守も
り

〜

非と
き

時じ
く

」の
制
作
・
上
演
を
行
い
ま

す
。
作
品
制
作
は
、
京
都
観
世
流

能
楽
師
田た

茂も

井い

廣
道
さ
ん
に
依
頼

し
、
来
年
3
月
1
日
に
京
都
観
世

流
の
一
流
の
能
楽
師
に
よ
る
公
演

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
市
政
の
運
営

○
北
但
1
市
5
町
新
市
建
設
計
画

 

の
変
更

  

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
合
併
特
例
債

を
活
用
す
る
に
は
、
新
市
建
設
計

画
に
掲
載
さ
れ
、
計
画
期
間
内
に

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
条
件
で

す
。
合
併
特
例
債
の
発
行
期
限
延

長
措
置
に
伴
い
、
新
市
建
設
計
画

の
期
間
を
現
行
の
10
年
間
か
ら
16

年
間
に
延
長
し
、
期
限
延
長
後
も

合
併
特
例
債
を
有
効
活
用
す
る
た

め
に
財
政
計
画
を
変
更
し
ま
す
。

○
普
通
交
付
税
の
算
定
方
法
の

 

見
直
し
要
請

　
「
豊
岡
市
長
期
財
政
見
通
し
」で

は
、
平
成
31
年
度
以
降
は
歳
入
歳

出
差
引
が
赤
字
と
な
り
、
平
成
33

年
度
に
は
約
17
億
円
の
赤
字
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
町
合
併
に
伴
い
、
旧

市
町
域
ご
と
に
支
所
を
設
置
し
、

消
防
署
・
消
防
団
の
配
備
、
公
民

館
な
ど
を
配
置
し
て
、
災
害
へ
の

備
え
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
に
努

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の

交
付
税
制
度
で
は
、
そ
れ
が
的
確

に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
国

に
交
付
税
算
定
方
法
の
見
直
し

を
要
請
し
、
財
源
確
保
に
努
め
ま

す
。

○
新
庁
舎
、
議
場
お
よ
び

　

豊
岡
稽
古
堂
の
利
活
用
促
進
事
業

　

新
庁
舎
や
議
場
、
豊
岡
稽
古
堂

の
活
用
策
と
し
て
、
今
年
11
月
か

ら
来
年
6
月
ま
で
の
8
カ
月
間
、

月
2
回
、
合
計
16
回
程
度
の
ま
ち

づ
く
り
に
寄
与
す
る
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
募
集
し
ま
す
。
使
用
料
を
無

料
に
し
、
内
容
に
よ
っ
て
は
経
費

の
一
部
を
上
限
5
万
円
の
範
囲
で

助
成
し
ま
す
。

○
新
庁
舎
建
設
事
業

　

9
月
か
ら
、
新
庁
舎
周
辺
の
外

構
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
北
・
南

庁
舎
、
東
庁
舎
別
館
を
解
体
し
、

新
庁
舎
北
側
に
は
駐
車
場
と
駐
輪

場
、
防
火
水
槽
を
、
新
庁
舎
南
側

に
は
芝
生
広
場
と
防
火
水
槽
を
、

東
庁
舎
別
館
跡
地
に
は
駐
車
場
と

駐
輪
場
を
整
備
し
ま
す
。

ま
で
は
、
利
用
率
が
大
変
厳
し
い

結
果
と
な
っ
た
昨
年
と
同
様
の
ダ

イ
ヤ
改
正
と
な
り
ま
す
。

　

市
は
、
来
年
1
月
7
日
以
降
は
、

利
便
性
が
確
保
で
き
る
ダ
イ
ヤ
改

正
と
な
る
よ
う
交
渉
を
続
け
ま
す
。

○
全
但
バ
ス
神
鍋
線
の

　

上
限
2
0
0
円
バ
ス
社
会
実
験

　

4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
2

期
社
会
実
験
の
4
月
か
ら
7
月
末

ま
で
の
利
用
者
数
は
3
万
4　
3　
1 

5
人
で
、
第
1
期
の
実
験
結
果
よ

り
増
加
し
ま
し
た
が
、
目
標
の

4
万
4
4
4
人
に
対
し
て
は
84
・

8
パ
ー
セ
ン
ト
の
達
成
率
で
す
。

○
合
橋
地
区
の
チ
ク
タ
ク
運
行

　
「
チ
ク
タ
ク
」は
市
の
支
援
を
受

け
て
運
行
す
る
地
域
主
体
の
公
共

交
通
で
す
。
現
在
、
出
石
町
奥
山

地
区
の「
チ
ク
タ
ク
奥
山
」、
出
石

町
小
野
地
区
の「
チ
ク
タ
ク
ひ
ぼ

こ
」、
但
東
町
資
母
地
区
の「
チ
ク

タ
ク
資
母
」の
3
路
線
で
運
行
し

て
お
り
、
い
ず
れ
も
多
く
の
利
用

者
が
あ
り
ま
す
。

　

新
た
に
、
但
東
町
合
橋
地
区
の

「
チ
ク
タ
ク
」の
今
冬
運
行
開
始
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

○
椒
は
じ
か
み

地
域
ふ
る
さ
と
生
き
が
い

 

セ
ン
タ
ー
の
利
活
用

　

椒
地
域
ふ
る
さ
と
生
き
が
い
セ

ン
タ
ー
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し
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権
の
取
得
に
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。

※
既
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権

を
お
持
ち
の
方
は
、
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▽
納
付
申
込
　
後
納
制
度
は
申
込

み
が
必
要
で
す
。
日
本
年
金
機

構
ま
た
は
豊
岡
年
金
事
務
所
に

申
込
書
を
提
出
し
た
後
、
審
査

が
行
わ
れ
、
承
認
通
知
と
納
付

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

▽
注
意
事
項

・
過
去
3
年
度
以
前
の
後
納
保
険

料
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
加

算
額
が
付
き
ま
す
。

・
後
納
が
可
能
な
期
間
の
う
ち
、

最
も
古
い
分
か
ら
先
に
納
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
10
年
を
経
過
し
た
月
ご
と
に
納

付
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
例
え

ば
、
平
成
15
年
10
月
分
は
、
平

成
25
年
11
月
に
な
る
と
納
付
で

き
ま
せ
ん
。

・
一
部
免
除
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、

未
納
と
な
っ
て
い
る
期
間
も
対

象
で
す
。

▽
問
合
せ　

国
民
年
金
保
険
料
専

用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
0
1
1
0
5
0

　

※
0
5
0
ま
た
は
0
7
0
か
ら

　

平
成
24
年
10
月
1
日
か
ら
3
年

間
に
限
り
国
民
年
金
保
険
料
の
後

納
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
40
年
間
、
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
で
、
満
額
の
老
齢
基

礎
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

　

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
か
っ
た

期
間
や
資
格
取
得
な
ど
の
届
出
忘

れ
で
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な

い
期
間
が
あ
る
場
合
に
は
、
将
来

の
年
金
受
給
額
が
少
な
く
な
っ
た

り
、
年
金
そ
の
も
の
が
受
給
で
き

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た

め
に
、
10
年
間
さ
か
の
ぼ
っ
て
未

納
期
間
等
の
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

後
納
制
度
で
保
険
料
を
納
付
で
き

る
期
間
は
、
平
成
27
年
9
月
30
日

ま
で
で
す
。

　

過
去
10
年
以
内
に
未
納
保
険
料

が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会

に
後
納
制
度
を
利
用
し
て
、
老
齢

基
礎
年
金
額
の
増
額
ま
た
は
受
給

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
、対
象

者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
、委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
を
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。

●
10
月
12
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
10
月
7
日（
月
）・
15
日（
火
）・

21
日（
月
）・
28
日（
月
）は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

1
1
6
5

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03

6
7
0
0

1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金

事
務
所
☎
22

0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21

9
0
1
5
ま
た
は
各

支
所
市
民
福
祉
係

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

始
ま
る
電
話
の
方
は
☎
03

6
7
3
1

2
0
1
5

　

ま
た
は
豊
岡
年
金
事
務
所

　

☎
22

0
9
4
8

　

平
成
24
年
8
月
10
日
に「
年
金

機
能
強
化
法
」が
成
立
し
、
年
金

の
受
給
資
格
期
間（
保
険
料
納
付

や
免
除
期
間
等
の
合
計
）が
、
こ

れ
ま
で
の
25
年（
3
0
0
月
）か
ら

10
年（
1
2
0
月
）に
短
縮
さ
れ
る

予
定
で
す
。
国
民
年
金
保
険
料
に

未
納
期
間
が
あ
っ
た
り
、
年
金
制

度
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
な
ど

の
理
由
で
、
年
金
受
給
を
諦
め
て

い
た
方
は
、
ぜ
ひ
、
も
う
一
度
年

金
受
給
資
格
期
間
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

平
成
27

年
9
月
ま

で
に
限

り
、「
後
納

制
度
」に

よ
り
過
去

10
年
間
の
保
険
料
未
納
期
間
に
つ

い
て
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

で
年
金
受
給
資
格
を
取
得
し
た
り
、

年
金
受
給
額
を
増
額
で
き
る
機
会

が
で
き
ま
し
た
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
年
金
事
務
所

　

☎
22

0
9
4
8

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
が
退
職
し
た

際
な
ど
に
年
金
の
切
り
替
え
の
手

続
き
が
遅
れ
た
た
め
、
保
険
料
が

未
納
と
な
って
い
る
主
婦
は
、
手
続

き
す
る
こ
と
で
年
金
の
受
給
資
格

を
取
得
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

夫
が
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
場

合
や
妻
自
身
の
収
入
が
増
え
た
と

き
な
ど
は
、
手
続
き（
第
3
号
被

保
険
者
か
ら
第
1
号
被
保
険
者
へ

の
変
更
届
）を
し
て
、
自
身
で
保

険
料
を
納
め
ま
す
が
、
こ
の
手
続

き
が
2
年
以
上
遅
れ
た
方
は
、
2

年
以
上
前
の
保
険
料
を
納
付
で
き

な
い
た
め
、
保
険
料
の「
未
納
期

間
」が
発
生
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
7
月
1
日
か
ら
、
専

業
主
婦
の
年
金
が
改
正
さ
れ
、
こ

の
よ
う
な
方
が
手
続
き
す
る
こ
と

で
、「
未
納
期
間
」を「
受
給
資
格
期

間
」に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
該
当
す
る

方
は
、
今
す
ぐ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

※
妻
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
夫
が
専

業
主
夫
の
場
合
も
同
様
で
す
。

▽
問
合
せ　

国
民
年
金
保
険
料
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
0
5
7
0

0
1
1

0
5
0
ま
た
は
豊
岡

年
金
事
務
所
☎
22

0
9
4
8

後
納
制
度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　（
過
去
10
年
以
内
に
保
険
料

　
　
未
納
期
間
の
あ
る
方
へ
）

年
金
受
給
を
諦
め
て
い
た
方
へ

専
業
主
婦（
夫
）の
年
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
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◆
固
定
資
産
に
異
動
が
あ
っ
た

場
合
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1

日
に
、
固
定
資
産（
土
地
・
家
屋
・

償
却
資
産
）を
所
有
し
て
い
る
方

が
、
そ
の
所
在
す
る
市
町
村
に
納

め
る
税
金
で
す
。

　

平
成
25
年
中
に

次
の
よ
う
な
異
動

が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
必
ず
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

①
家
屋
の
取
り
壊
し

②
家
屋
の
用
途
変
更（
例
…
専
用

住
宅
・
併
用
住
宅
を
工
場
・
事

務
所
に
変
更
し
た
）

③
登
記
を
し
て
い
な
い
家
屋
の
所

有
者
の
変
更

④
土
地
の
利
用
状
況
の
変
更（
例

…
農
地
を
埋
め
立
て
て
駐
車
場

や
資
材
置
場
に
し
た
）

⑤
そ
の
他
、
今
年
4
月
に
送
付
し

た「
課
税
明
細
書
」の
内
容
と
比

べ
て
変
更
が
生
じ
た　

な
ど

※
登
記
が
完
了
し
た
場
合
に
は
、

異
動
の
申
し
出
は
不
要
で
す
。

※
異
動
内
容
は
、
平
成
26
年
度
分

の
課
税
か
ら
反
映
し
ま
す
。

◆
償
却
資
産
の
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
平
成
25
年
度
の
申
告
が
ま
だ
の

方
は
、至
急
申
告
し
て
く
だ
さ
い
！

　

市
で
は
、
地
域
に
密
着
し
た
民

間
公
益
活
動
の
促
進
や
寄
付
文
化

の
醸
成
を
図
る
観
点
か
ら
、
今
年
、

市
税
条
例
を
改
正
し
、
個
人
市
民

税
の
税
額
控
除
の
適
用
を
受
け
る

寄
付
金
の
対
象
を
拡
大
し
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
は
、
市
長
が
指
定
す

る
寄
付
金
を
支
出
し
た
場
合
、
従

来
の
所
得
税
に
加
え

て
、
寄
付
者
の
個
人

市
民
税
の
一
定
額
を
、

税
額
か
ら
控
除
で
き

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

▽
従
来
の
控
除
対
象
寄
付
金

・
地
方
自
治
体
に
対
す
る
寄
付
金

（
ふ
る
さ
と
寄
付
金
）

・
兵
庫
県
共
同
募
金
会
に
対
す
る

寄
付
金

・
日
本
赤
十
字
社（
兵
庫
県
支
部
）

に
対
す
る
寄
付
金

▽
拡
大
し
た
控
除
対
象
寄
付
金

　

所
得
税
の
控
除
対
象
寄
付
金

（
右
記
の
も
の
を
除
く
）の
う
ち
、

次
に
掲
げ
る
寄
付
金
ま
た
は
金

銭
・
豊
岡
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事

業
所
を
有
す
る
法
人
ま
た
は
団

固
定
資
産
税
の
お
知
ら
せ

　

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人

で
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
が
、
そ

の
事
業
の
た
め
に
所
有
し
て
い
る

資
産（
①
構
築
物
②
機
械
お
よ
び

装
置
③
工
具
・
器
具
お
よ
び
備
品

な
ど
）の
こ
と
で
す
。

　

市
内
に
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
方
は
、
毎
年
1
月
1
日
現
在

の
所
有
状
況
の
申
告
が
必
要
で
す
。

※
償
却
資
産
は
、
耐
用
年
数
を
経

過
し
て
い
て
も
、
ま
た
、
資
産

の
異
動
が
な
く
て
も
、
そ
の
事

業
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
限

り
、
毎
年
申
告
が
必
要
で
す
。

※
平
成
25
年
1
月
2
日
以
降
に
新

た
に
該
当
資
産
を
取
得
し
た
方

は
、
平
成
26
年
度
分
か
ら
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

〜
駐
車
場
や
共
同
住
宅
な
ど
の
不
動

　
産
賃
貸
業
を
営
ん
で
い
る
方
へ
〜

　

次
の
よ
う
な
事
業
用
資
産（
た

だ
し
、
家
屋
の
評
価
に
含
ま
な

い
も
の
）を
所
有
し
て
い
る
方
は
、

申
告
が
必
要
で
す
。

・
駐
車
場
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
、

フ
ェ
ン
ス
、
側
溝
、
受
変
電
設

備
、
外
灯（
屋
外
配
線
）、
集
合

郵
便
受
け
、
家
具
付
マ
ン
シ
ョ

ン
に
お
け
る
備
品　

な
ど

《
問
合
せ
》
税
務
課
資
産
税
係

　

☎
21

9
0
4
6
ま
た
は
各
支

所
市
民
福
祉
係

体
に
対
す
る
寄
付
金
で
市
長
が

指
定
し
た
も
の

・
兵
庫
県
知
事
ま
た
は
兵
庫
県
教

育
委
員
会
の
認
定
を
受
け
た
特

定
公
益
信
託
の
信
託
財
産
と
す

る
た
め
に
支
出
し
た
金
銭
で
、

市
長
が
指
定
し
た
も
の

※
主
な
受
益
者
が
市
民
で
あ
る
な

ど
、「
市
民
の
福
祉
の
増
進
に
寄

与
す
る
」と
認
め
ら
れ
る
も
の

に
限
り
ま
す
。

　

寄
付
金
を
受
け
入
れ
る
法
人
・

団
体
が
、申
出
書
に
次
の
書
類（
特

定
公
益
信
託
に
係
る

場
合
は
別
に
定
め
た

書
類
）を
添
付
し
て

申
し
出
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

・
募
集
す
る
寄
付
金
が
所
得
税
の

寄
付
金
控
除
の
対
象
で
あ
る
こ

と
を
証
す
る
書
類

・
定
款
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
書

類
・
登
記
事
項
証
明
書
ま
た
は
こ
れ

に
準
ず
る
書
類

・
豊
岡
市
内
に
事
務
所
な
ど
を
有

す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

・
事
業
報
告
書
ま
た
は
事
業
の
概

況
を
証
す
る
書
類

・
そ
の
他
、
指
定
に
当
た
り
参
考

と
な
る
書
類

▽
申
出
手
続
き
の
流
れ

①
事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

②
申
出
書
お
よ
び
添
付
書
類
を
提

出

　
（
提
出
先
）税
務
課
市
民
税
係

③
市
の
審
査

④
指
定
ま
た
は
棄
却
の
決
定（
文

書
で
結
果
を
通
知
し
ま
す
）

▽
指
定
の
始
期
等

　

指
定
を
受
け
た
年
の
1
月
1
日

以
降
に
受
領
し
た
寄
付
金
が
対

象
※
所
得
税
の
寄
付
金
控
除
の
対
象

と
な
る
こ
と
な
ど
控
除
対
象
寄

付
金
と
し
て
の
基
準
を
満
た
す

こ
と
と
な
っ

た
日
が
1
月

2
日
以
降
の

場
合
は
、
そ

の
日
以
降
に
受
領
し
た
寄
付
金

が
控
除
の
対
象
で
す
。

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
税
務
課

　

☎
21

9
0
4
5

　

政
策
調
整
課
☎
21

9
0
2
2

控
除
対
象
寄
付
金
の

指
定
を
受
け
る
に
は
…

市
民
税「
寄
付
金
税
額
控
除
」の

対
象
を
拡
大
！
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不動産を公売します！
滞 納 処 分

備
考
上水道引込み済み、下水道は引込
みされていません。
居住者はありません。

土
　
地

所在
地番

日高町国分寺字堂
ノ前669番、670番

地目 宅　地
地積 257.84㎡（合計）

建
　
物

家屋番号 669番 670番
種類 居宅 居宅

構造 木造瓦葺
２階建

木造亜鉛メッキ
鋼板葺平家建

延床面積 75.04㎡ 86.25㎡

番号 不2-02 物件土地･建物

見積価額（最低入札価格）

1,400,000円
公売保証金

140,000円

備
考

土地は持分４分の３、建物は全て
が公売対象です。
上下水道共に引込み済です。
居住者はありません。
買受適格証明は必要ありません。

土
　
地

所在
地番

森津字稲葉536番、
537番1、538番

地目 宅地・畑
地積 396.40㎡（合計）

建
　
物

家屋番号 536番
種類 居宅
構造 木造瓦葺２階建
延床面積 97.01㎡

番号 不2-01 物件土地･建物

見積価額（最低入札価格）

890,000円
公売保証金

90,000円

備
考

一枚田の一部分です。
農業委員会発行の買受適格証
明が必要です。
耕作中です。

所在
地番 岩井字片吹519番6

地目 田 農用地 区域内
地積 808㎡
権利等 地役権・借地権設定有り

番号 不2-06 物件 土地

見積価額（最低入札価格）

540,000円
公売保証金

60,000円

備
考
上水道引込み済み、 下水道は
引込みされていません。

所在
地番 塩津町193番5

地目 宅地 農用地 －
地積 40.51㎡
権利等 無

番号 不2-05 物件 土地

見積価額（最低入札価格）

370,000円
公売保証金

40,000円

備
考

上下水道共に引込み済みで
す。
公売対象は土地のみです。公
売対象外の未登記建物（２棟）
があります。

所在
地番

竹野町竹野字上ノ山
2907番1

地目 雑種地 農用地 －
地積 395㎡
権利等 無

番号 不2-08 物件 土地

見積価額（最低入札価格）

3,500,000円
公売保証金

350,000円

備
考
農業委員会発行の買受適格証
明が必要です。
耕作中です。

所在
地番 吉井字遠藤288番1

地目 畑 農用地 区域内
地積 513㎡
権利等 無

番号 不2-07 物件 土地

見積価額（最低入札価格）

310,000円
公売保証金

40,000円

備
考

建物の屋根が大きく損傷してお
り、居住は困難と思われます。
上下水道共に引込み済みです。
居住者はありません。
農業委員会発行の買受適格証明が
必要です。

土
　
地

所在
地番

日高町東河内字前
田273番1、274番

地目 田・宅地
地積 867.53㎡（合計）

建
　
物

家屋番号 274番
種類 旅館
構造 木造瓦葺２階建
延床面積 279.07㎡

番号 不2-04 物件土地･建物

見積価額（最低入札価格）

470,000円
公売保証金

50,000円

備
考

登記簿上の主たる建物および符号
3の倉庫は滅失しています。
上水道引込み済み、下水道は引込
みされていません。
居住者はありません。
買受適格証明は必要ありません。

土
　
地

所在
地番

日高町東河内字溝下
149番、149番1、150番

地目 畑・宅地
地積 303.37㎡（合計）

建
　
物

家屋番号 44番（符号1）44番（符号2）
種類 倉庫 居宅

構造 土蔵造草葺
２階建

木造亜鉛メッキ
鋼板葺２階建

延床面積 39.66㎡ 26.44㎡

番号 不2-03 物件土地･建物

見積価額（最低入札価格）

240,000円
公売保証金

30,000円
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＜その他＞
①地積は、あくまで公簿上に記載された面積で、実測と異なる場合があります。　
②各物件の中で、公売が中止になる場合があります。　
③耕作中の農地は、今年の収穫物は耕作者または前所有者に帰属します。
④写真の境界線は大まかな位置を示したものです。隣地との境界確定、使用者または占有者等に対する明渡し要求
　などは、買受人が行うことになります。
⑤公売物件は、豊岡市の所有財産ではありませんので、立ち入ることはできません。　
⑥豊岡市は物件の瑕

か

疵
し

担保責任を負いません。　
⑦公売保証金は、落札できなかった場合、返還します。
⑧所有権移転の際、登録免許税の納付が必要です。また、不動産取得税が課税される場合があります。
⑨代金納付期日は12月4日（水）です。代金納付期日は、場合によっては延期することがあります。
  その他、詳細は、問い合わせてください。 《問合せ》税務課収税係☎23-1118

公 売 の ご 案 内

備
考

はしごが腐食し使用できない状態
です。
上下水道共に引込みされていませ
ん。
居住者はありません。

土
　
地

所在
地番

日高町大岡字西
野々60番23

地目 山林
地積 226㎡

建
　
物

家屋番号 60番23
種類 居宅
構造 木造亜鉛メッキ鋼板葺平家建
延床面積 47.61㎡

番号 不2-15 物件土地･建物

見積価額（最低入札価格）

150,000円
公売保証金

20,000円

備
考
上下水道共に引込みされてい
ません。

所在
地番

日高町岩中字中坪
245番

地目 宅地 農用地 －
地積 36.36㎡
権利等 無

番号 不2-10 物件 土地

見積価額（最低入札価格）

90,000円
公売保証金

10,000円

備
考

上下水道共に引込み済みです。
農業委員会発行の買受適格証明
が必要です。
一部耕作中です。また一部が駐
車場として利用されています。

所在
地番

日高町岩中字中坪223番1、
228番1、241番1、241番2

地目 宅地･畑 農用地 区域外
地積 1,245.63㎡（合計）
権利等 無

番号 不2-09 物件 土地

見積価額（最低入札価格）

10,200,000円
公売保証金

1,020,000円

備
考

農業委員会発行の買受適格証
明が必要です。
耕作中です。
関西電力出石変電所に隣接して
います。

所在
地番

出石町福住字花山
558番5、565番1

地目 雑種地･畑 農用地 区域外
地積 367㎡（合計）
権利等 無

番号 不2-12 物件 土地

見積価額（最低入札価格）

200,000円
公売保証金

20,000円

備
考

上下水道共に引込みされてい
ません。
農業用倉庫が崩壊しており、
残置物（農機具等）の撤去が必
要です。

所在
地番

日高町東河内字前田
256番

地目 宅地 農用地 －
地積 327.27㎡
権利等 無

番号 不2-11 物件 土地

見積価額（最低入札価格）

310,000円
公売保証金

40,000円

備
考
農業委員会発行の買受適格証
明が必要です。
耕作中です。

所在
地番

但東町畑字畑ヶ坪
1049番1

地目 田 農用地 区域内
地積 1,959㎡
権利等 借地権設定有り

番号 不2-14 物件 土地

見積価額（最低入札価格）

900,000円
公売保証金

100,000円

備
考

農業委員会発行の買受適格証
明が必要です。
現況は雑種地です。
上下水道共に引込み済みで
す。

所在
地番

出石町福住字上清水
194番2、195番1

地目 田 農用地 区域外
地積 406㎡（合計）
権利等 無

番号 不2-13 物件 土地

見積価額（最低入札価格）

4,000,000円
公売保証金

400,000円

■公売期日　11月27日（水）
■受付時間　午後１時～２時
■入札会場　豊岡市役所　大会議室
■持　ち　物　身分証明書、印鑑、公売保証金、
　　　　　　農業委員会発行の買受適格証明
　　　　　　（必要な物件のみ）
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ゆ
っ
く
り
の
ん
び
り
自
然
を
満

喫
！
爽
や
か
な
紅
葉
の
神
鍋
山
を

家
族
や
気
の
合
う
仲
間
を
誘
っ
て

歩
き
ま
し
ょ
う
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
初
心
者
の
方
も

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
歩
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
は
、

「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
1
1
0

㎞
ウ
ォ
ー
ク
in
神
鍋
高
原
コ
ー

ス
」、「
全
但
バ
ス
神
鍋
線
利
用
促

進
」と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
企
画
で
す
。

▽
日
時　

11
月
3
日（
日
・
祝
）午

前
9
時
30
分
〜
正
午（
受
付
：

午
前
8
時
30
分
〜
）

▽
場
所　

道
の
駅「
神
鍋
高
原
」駐

　
「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」「
味
覚
の
秋
」

は
、
食
べ
過
ぎ
防
止
や
体
力
づ
く

り
な
ど
、
健
康
づ
く
り
の
取
組
み

開
始
に
最
適
な
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　
「
転
ば
ん
隊
」は
、

保
健
師
・
栄
養

士
・
歯
科
衛
生
士

な
ど
を
、
各
地
区

の
会
場
に
派
遣
し
、

健
康
づ
く
り
に
関

す
る
話
や
体
操
な
ど
で
、
皆
さ
ん

の
健
康
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
。

◇
秋
の
お
す
す
め
講
話

・
実
習
メ
ニ
ュ
ー

①「
自
分
の
体
と
体
力
を
振
り
返

ろ
う（
体
力
測
定
）」（
保
健
師
な

ど
）

②「
か
か
る（
感
染
）前
に
予
防
！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
」（
保
健
師
）

③「
食
欲
の
秋　

食
べ
過
ぎ
に
注

意
！
」（
栄
養
士
）

④「
よ
り
よ
い
睡
眠
の
た
め
に
！
」

（
臨
床
心
理
士
）

　

他
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
健
康
増
進

課
ま
た
は
各
支
所
な
ど
に
設
置
し

て
あ
る
チ
ラ
シ
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

メ
ニ
ュ
ー
内
容
は
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

介
護
予
防
や
健
康
づ
く

　

り
に
関
心
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
や

　

団
体（
老
人
会
や
い
き
い
き
サ

　

ロ
ン
、
婦
人
会
な
ど
）

▽
実
施
期
間　

〜
平
成
26
年
3
月

　
（
原
則
、
平
日
午
前
10
時
〜
午

後
4
時
の
間
の
2
時
間
程
度
）

※
都
合
で
、
日
程
な
ど
希
望
に
沿

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
費
用　

無
料

▽
申
込
方
法　

健
康
増
進
課
で
配

布
す
る「
講
師
派
遣
依
頼
書
」

に
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
み

▽
申
込
期
限　

希
望
日
の
約
1
カ

月
前（
随
時
受
付
）

▽
そ
の
他　

実
施
会
場
の
確
保
や

参
加
者

へ
の
周

知
は
、

申
込
団

体
で
お

願
い
し
ま
す
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
健
康
増
進

課
成
人
保
健
係

　

☎
24
1
1
2
7
FAX　
24
9
6
0
5

車
場（
日
高
町
栗
栖
野
）

▽
内
容

①
正
し
い
歩
き
方
レ
ッ
ス
ン

・
講
師

　

医
療
法
人
貴
島
会
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
ス
ス
ポ
ー
ツ
医
学
研
究
所
副

所
長　

土
井
龍
雄
さ
ん

　

大
阪
産
業
大
学
准
教
授　

佐
藤

真
治
さ
ん

②
日
高
歩
キ
ン
グ
コ
ー
ス
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ（
約
5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

ゆ
っ
く
り
約
1
時
間
30
分
）

　

道
の
駅
出
発
〜
神
鍋
山
裾
野
〜

〜
ス
コ
リ
ア
層
〜
風
穴
〜
神
鍋

山
噴
火
口
な
ど

※
歩
キ
ン
グ
は
、

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
ク
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▽
対
象　

豊
岡
市
民

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▽
参
加
費　

1
0
0
円

※
5
歳
以
下
は
無
料

▽
定
員　

先
着
1
0
0
人

▽
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
全
但
バ
ス
利

用
の
有
無
を
、
神
鍋
観
光
協
会

に
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た

は
メ
ー
ル

▽
申
込
期
限　

10
月
31
日（
木
）

▽
そ
の
他

・
少
雨
決
行

・
動
き
や
す
い
服
装（
帽
子
、
運

動
靴
）、
タ
オ
ル
、
カ
ッ
パ
な

ど
の
雨
具
、
飲
み
物（
水
分
補

給
の
た
め
）を

持
参

・
会
場
ま
で
は
、

全
但
バ
ス
を
、

ぜ
ひ
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

全
但
バ
ス
で
お
越
し
の
方
に
特

典「
全
但
バ
ス
乗
車
券（
お
帰
り

分
）」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

・
当
日
、
道
の
駅「
神
鍋
高
原
」駐

車
場
で
、「
マ
ロ
ニ
エ
ま
つ
り
」

を
開
催
し
て
い
ま
す（
午
前
10

時
〜
午
後
5
時
）。

▽
申
込
み　

神
鍋
観
光
協
会

　

☎
45
0
8
0
0
FAX　
45
1
5
0
1

　

メ
ー
ルinfo@

kannabe.info

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課
成
人
保

健
係
☎
24

1
1
2
7

秋
の
神
鍋
山
をLet ,s

歩あ
る

キ
ン
グ
♪

歩
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す

豊岡市マスコット
コーちゃん

健
康
ポ
イ
ン
ト
対
象（
1
0
0
ポ
イ
ン
ト
）

〝
健
康
づ
く
り
の
秋
〞
を
お
手
伝
い
！

「
転こ

ろ

ば
ん
隊
」の
利
用
団
体
を
募
集
し
ま
す
！

神鍋噴火口を
見に行こう！
待ってるよ

レ
ッ
ツ

▲神鍋山
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
、
か
か
り

に
く
く
な
っ
た
り
、
か
か
っ
て
も

重
症
に
な
る

こ
と
を
防
止

す
る
効
果
が

あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施

し
ま
す
。

▽
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
市
民
で
接
種
を
希

望
す
る
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
市
民
で
、

心
臓
・
腎
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の

機
能
の
障
害
な
ど
で
日
常
生
活

が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
方
、
お

よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
り
免
疫
機
能
に
障
害
が
あ

り
、
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不

可
能
な
方

▽
接
種
期
間　

10
月
1
日（
火
）〜

平
成
26
年
1
月
31
日（
金
）

▽
接
種
回
数　

1
回

▽
自
己
負
担　

1
3
0
0
円（
市

民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護

世
帯
は
無
料
）

※
料
金
の
免
除
を
希
望
の
方
は
、

予
防
接
種
時
に
医
療
機
関
で
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
料
金
を
支

払
っ
た
後
で
の
返
金
は
で
き
ま

せ
ん
。

▽
申
込
み　

市
内
高
齢
者
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
協
力
医
療

機
関
に
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ

い
▽
接
種
に
必
要
な
も
の　

健
康
保

険
証
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
・
生
活
保
護
の
方
は
印
鑑

（
自
己
負
担
金

免
除
申
請
書
兼

同
意
書
の
記
入

の
際
に
必
要
に

な
り
ま
す
）

※
接
種
に
必
要
な
予
診
票
・
同
意

書
は
市
内
の
協
力
医
療
機
関
、

健
康
増
進
課
、
各
支
所
市
民
福

祉
係
に
置
い
て
い
ま
す
。

※
か
か
り
つ
け
医
・
長
期
入
院
中

ま
た
は
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
な
ど
の
理
由
で
、
市
外
で

の
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
健

康
増
進
課
ま
た
は
各
支
所
市
民

福
祉
係
に
事
前
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課
保
健
医

療
政
策
係
☎
24

1
1
2
7

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
実
施
に
つ
い
て

平成25年度豊岡市高齢者インフルエンザ予防接種協力医療機関一覧
 市外局番（0796）■病院

医 療 機 関 名 住　　所 電話番号
公立豊岡病院 戸牧1094 22-6111
公立日高医療センター 日高町岩中81 42-1611
公立出石医療センター 出石町福住1300 52-2555
※公立豊岡病院は継続治療中の方のみ予約してください

■診療所
医療機関名（豊岡） 住　　所 電話番号

あかまつ小児科 九日市下町119 22-0700
いがらし医院 城南町5-11 29-2766
浮田整形外科医院 若松町7-5 29-0017
江本内科クリニック 江本503 29-0333
大井医院 城南町8-12 24-1001
小幡内科医院 中陰376-22 24-2511
きょうこ内科クリニック 寿町2-36 24-7772
クリニック冨江 若松町5-38 22-3100
さくらクリニック 弥栄町1-32 23-8668
しば耳鼻咽喉科医院 戸牧299-8 29-0115
しらゆり診療所 小田井町17-7 24-7201
田中クリニック 正法寺631 29-3100
中治内科クリニック 京町5-43 24-1890
中島医院 高屋1054 24-9500
中田医院 瀬戸77-20 28-2016
風
ふう

発達クリニック
※利用者の家族のみ 戸牧1029-11 37-8001

舟木内科医院 京町3-21 22-3538
モリヤマ診療所 桜町11-7 23-5100
やすだ内科クリニック 戸牧37-5 22-1159
由利医院 大磯町9-53 22-2382
吉田クリニック 圡渕133-1 26-8188
ろっぽう診療所 今森465-1 24-7007

医療機関名（城崎） 住　　所 電話番号
浅見医院 城崎町湯島349-1 32-2610
藤本医院 城崎町来日128-7 32-3181

医療機関名（竹野） 住　　所 電話番号
内山医院 竹野町竹野344 47-0010
賀嶋医院 竹野町竹野2510 47-0005
森本診療所 竹野町森本513-1 48-0001

医療機関名（但東） 住　　所 電話番号
合橋診療所 但東町出合76 54-0011
資母診療所 但東町中山788 56-0303
高橋診療所 但東町久畑126 55-0036

医療機関名（出石） 住　　所 電話番号
中沢医院 出石町本町66 52-5803
平位医院 出石町福住383-7 52-0511
藤原医院 出石町松枝105 52-2301
由良内科クリニック 出石町八木36 52-2006
和田内科クリニック 出石町町分131-3 53-2788

医療機関名（日高） 住　　所 電話番号
尾松内科クリニック 日高町上石230-2 42-0885
北見医院 日高町松岡347-1 42-5300
北村内科 日高町日置29 42-3110
谷垣医院 日高町伊府660 44-0010
つるさこ耳鼻咽喉科 日高町土居170-1 42-5800
野田消化器科クリニック 日高町岩中212-1 42-1022
長谷川クリニック 日高町国分寺400-13 42-3955
神鍋診療所 日高町栗栖野60-34 45-0003



広報とよおか　2013.9.25 14

　

今
年
で
6
年
目
を
迎
え
た「
夏

休
み
ラ
ジ
オ
体
操
顔
見
知
り
運

動
」は
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
通
じ
て

地
域
の
大
人
と
子
ど
も
が
顔
見
知

り
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
、「
豊
岡

市
青
少
年
健
全
育
成
会
議
連
絡

会
」と「
豊
岡
市
子
ど
も
と
心
で
つ

な
が
る
市
民
運
動
推
進
協
議
会
」

が
中
心
と
な
り
、
区
長
会
や
学
校

な
ど
の
協
力
を
得
て
市
内
全
域
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
区
で
の
ラ
ジ
オ
体
操
の
ほ
か

に
、
小
学
校
区
ご
と
の「
一
斉
ラ

ジ
オ
体
操
」も
、
今
年
度
は
20
校

区
で
開
催
さ
れ
、
6
0
0
4
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
年
々
、
地
域

の
方
か
ら
の
ラ
ジ
オ
体
操
カ
ー

ド
の
配
布
希
望
も
増
え（
昨
年
度

4
0
7
枚
、
本
年
度
4
5
1
枚
）、

地
域
の
方
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
参
加
率
も
、
昨
年
度

の
60
%
か
ら
71
％
に
増
え
、
1
日

だ
け
で
な
く
、
5
日
以
上
参
加
し

た
生
徒
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
ラ
ジ
オ
体
操
後
に
は
、
地
域

の
方
と
一
緒
に
清
掃
活
動
を
す
る

な
ど
、
地
域
で
汗
す
る
中
学
生
の

頼
も
し
い
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

◆
一
般
の
部

食
い
残
し
見
て
い
た
エ
ン
ゲ
ル

も
っ
た
い
な
い　
（
五
宝
千
津
代
）

不
用
品
ま
だ
ま
だ
使
え
胸
を
張
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
藤
順
）

作
る
の
も
買
う
の
も
食
べ
る
分
に

す
る　
　
　
　
　
　
　
（
知
恵
袋
）

米
、
胡
麻
、
ケ
シ
…
ど
の
一
粒
も

命
の
座　
　
　
　
　
（
小
林
佳
史
）

も
っ
た
い
な
い
残
り
物
食
べ
て
ね

と
妻
旅
行　
　
　
　
（
小
山
時
雄
）

断
捨
離
理
解
で
き
ぬ
と
昭
和
の
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
ズ
）

ち
び
石
け
ん
泡
が
復
活
合
わ
せ
技

　
　
　
　
　
　
　
（
神
崎
み
さ
き
）

押
入
れ
の
母
の
コ
ー
ト
が
今
流
行

り　
　
　
　
　
　
　
　
（
ル
ー
ク
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

考
え
よ
う
1
つ
1
つ
の
ぬ
く
も
り

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

包
み
紙
折
り
直
し
た
ら
封
筒
に　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
中
依
吹
）

買
う
物
を
ま
ず
は
し
っ
か
り
考
え

る　
　
　
　
　
　
　
（
田
村
美
玖
）

ゴ
ミ
を
出
す
使
え
る
も
の
も
ゴ
ミ

の
中　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

も
っ
た
い
な
い
川
柳

応
募
作
品
紹
介

（
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
･

敬
称
略
）

　

今
後
も
地
道
に
こ
の
運
動
を
続

け
る
こ
と
で
、
1
人
で
も
多
く
の

地
域
の
方
と
子
ど
も
た
ち
が
、「
顔

で
つ
な
が
り
、
声
で
つ
な
が
り
、

心
で
つ
な
が
る
」よ
う
に
願
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
を
育
ん
で
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
市
青
少
年
健
全

育
成
会
議
連
絡
会
/
豊
岡
市
子

ど
も
と
心
で
つ
な
が
る
市
民
運
動

推
進
協
議
会
事
務
局（
生
涯
学

習
課
人
権
・
社
会
教
育
係
内
）

　

☎
23

0
3
4
1

　
豊
岡
の
夏
休
み
と
い
え
ば
…
！

「
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
顔
見
知
り
運
動
」

　

市
で
は
、「
と
よ
お
か
家
族
の
月

間
」に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実

施
し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
読

書
の
秋
で
あ
る
10
月
に
、
子
ど
も

の
心
に
残
る
よ
う
な

「
と
よ
お
か
家
族
の
日
」

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

《
問
合
せ
》
生
涯
学
習
課

　

☎
23

0
3
4
1

10
月
8
日
は
…「
と
よ
お
か
家
族
の
日
」⑤

と
　
　
　 

よ
う
か

「
と
よ
お
か
家
族
の
月
間
」事
業

〜
家
族
で
一
緒
に

過
ご
し
ま
し
ょ
う
〜

▲八代小学校で行われた八代小学校区
　「一斉ラジオ体操」

《「とよおか家族の月間」イベント一覧》
日時 場所 内容 問合せ先

９月28日（土）
午後１時15分～

市民プラザ
ほっとステージ

豊岡の子どもを育て
る会

生涯学習課
☎23-0341

10月14日（月・祝）
午前10時～午後３時

ウエルストーク豊岡
ほか

スポーツフェスティ
バル

スポーツ振興
課☎21-9023

10月19日（土）
午前10時～11時30分 豊岡市役所 新庁舎見学会 生涯学習課

☎23-0341
10月19日（土）午前10時
30分～、午後１時30分～ 図書館本館 としょかん家族で映

画会
図書館本館
☎23-6151

９月29日（日）
午前11時～11時45分 子育て総合センター お楽しみ人形劇

子育て総合セン
ター☎24-4604

10月12日（土）
午前10時～11時30分 子育て総合センター 親子遊び

10月20日（日）
午前10時～11時15分 アイティしばっこ広場 おやこっこ運動遊び

10月５日（土）
午前10時～正午 中竹野ふるさと館 家族うんどう会 竹野子育てセン

ター☎47-2030
10月６日（日）
午後２時～４時

日高農村環境改善セン
ター パパと遊ぼうD

デ ー

AY！
日高子育てセン
ター☎42-461010月20日（日）

午前10時～午後３時
日高支所テニスコート
周辺

ちびっこカーニバル（た
こ＆アンパンマン折紙
制作）

10月５日（土）
午前10時30分～11時30分 出石子育てセンター ミニ運動会 出石子育てセン

ター☎52-6188
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一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

し
た
場
合
は
、
国
土
利
用
計
画
法

に
基
づ
き
、
契
約
を
締

結
し
た
日
か
ら
起
算
し

て
2
週
間
以
内
に
、
市

（
町
）を
経
由
し
て
知
事

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

県
や
市
町
な
ど
が
、
公
有
地
の

拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
き
、
都
市
の
健
全
な
発
展
と
秩

序
あ
る
整
備
を
促
進
す
る
た
め
に

必
要
な
土
地
を
計
画
的
に
取
得
す

る
制
度
で
す
。

　

次
の
土
地
を
譲
り
渡
そ
う
と
す

る
場
合
に
は
、
土
地
を
譲
渡
し
よ

う
と
す
る
日
の
3
週
間
前
ま
で
に
、

市（
※
町
は
、町
を
経
由
し
て
知
事
）

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
に

土
地
の
買
取
り
を
希

望
す
る
場
合
に
は
、

そ
の
旨
を
申
し
出
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課

　

☎
23

1
7
1
2

○
届
出
が
必
要
な
面
積

⑴
市
街
化
区
域
…
2
0
0
0
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上

⑵
市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画

区
域
…
5
0
0
0
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上

⑶
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
…

1
0
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

○
届
出
が
必
要
な
面
積

⑴
都
市
計
画
区
域
内
の
都
市
計
画

施
設
の
区
域
内
等
の
土
地
…

2
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

⑵
都
市
計
画
区
域
外
の
都
市
計

画
施
設
の
区
域
内
の
土
地
…

2
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

⑶
右
記
以
外
の
都
市
計
画
区
域
内

の
土
地
で
市
街
化
区
域
内
の
土

地
…
5
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上

⑷
右
記
以
外
の
都
市
計
画
区
域
内

の
土
地
で
市
街
化
区
域
と
市
街

化
調
整
区
域
と
の
区
分
を
行
っ

て
い
な
い
土
地
…
1
0
0
0
0

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

○
申
出
が
で
き
る
面
積

⑴
都
市
計
画
区
域
内
の
土
地
…

2
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

⑵
都
市
計
画
区
域
外
の
都
市
計

画
施
設
の
区
域
内
の
土
地
…

2
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

10
月
は「
土
地
月
間
」！

土
地
関
係
施
策
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う

毎
月
第
2
水
曜
日
は

　
豊
岡
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

　
　
第
13
回
は
10
月
9
日（
水
）

土
地
取
引
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く
！

土
地
の
先
買
い
制
度

　

市
で
は
、
環
境
行
動
の
成
果
が
形
と
な
っ
て
表
れ
、
実
感
で
き
る
仕
組

み「
豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
抽
選
会
や
賞
品
な
ど
の

情
報
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
環
境
経
済
課
☎
23

4
4
8
0

み
ん
な
で
取
り
組
も
う

　
豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
⑫

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
　
ト
ピ
ッ
ク
ス
⑨

《
今
月
は
電
気
使
用
量
が

　
　

マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
！
》

　

毎
月
、
家
庭
に
届
く
、「
電
気
使

用
量
の
お
知
ら
せ
」に
は
、
前
年

同
月
と
比
較
し
た
、
電
気
使
用
量

の
増
減
が
載
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

前
年
同
月
比
が
マ
イ
ナ
ス
の
場
合
、

市
民
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
5
ポ
イ
ン
ト

を
渡
し
ま
す（
平
成
24
年
4
月
以

降
の
分
）。
毎
月
の
電
気
使
用
量

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

《
揚
げ
物
は
お
い
し
い
け
ど

　

使
っ
た
油
を
捨
て
る
の
に
困
る
！
》

　

家
庭
用
食
用
廃
油
は
、
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
に
加
工
す
る
こ

と
で
、
再
利
用
で
き
ま
す
。
家
庭

で
使
わ
れ
た
食
用
廃
油
を
冷
ま
し
、

き
れ
い
に
洗
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

や
牛
乳
パ
ッ
ク
に
入
れ
て
、
協
力

店
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
1

容
器
に
つ
き
市
民
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

1
ポ
イ
ン
ト
を
渡
し

ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
の

も
ら
い
忘
れ
の
な
い

よ
う
、
持
ち
込
み
時
、

8
月
の
結
果

・
参
加
事
業
者
数

：

13
団
体

・
個
人
参
加
の
市
民

：
2
人

・
参
加
総
数

：
1
2
5
人

・
二
酸
化
炭
素（
C
O
2
）の
削
減

量

：
約
2
9
0
キ
ロ
グ
ラ
ム

・
マ
イ
カ
ー
を
自
粛
し
た
距
離

：

1
2
5
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル（
豊

岡
－

東
京
間
1
往
復
の
距
離
）

※
C
O
2
排
出
削
減
効
果
は
、〔
燃

料
節
減
量（
リ
ッ
ト
ル
）×
ガ

ソ
リ
ン
C
O
2
排
出
係
数（
1

リ
ッ
ト
ル
当
た
り
、
2
・
32
キ

ロ
グ
ラ
ム

－

C
O
2
）と
仮
定

※
燃
料
節
減
量
は
、
前
提
条
件
を

ガ
ソ
リ
ン
1
リ
ッ
ト
ル
当
た
り

10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
仮
定

※
自
粛
し
た
距
離
は
1
人
10
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
仮
定

◆
第
3
期「
豊
岡
ノ
ー
マ
イ
カ
ー

デ
ー
」を
実
施
し
ま
す（
10
月
〜

平
成
26
年
3
月
）。
事
業
所
の

方
も
個
人
の
方
も
、
ぜ
ひ
、
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
企
業
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
、
市
民
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
の
対
象
で
す
。

《
登
録
・
報
告
・
問
合
せ
》
都
市

整
備
課
交
通
政
策
係

　

☎
23

1
7
1
2

店
の
方
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
再
利
用
に

協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

第
4
回
市
民
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
抽
選
会

○
日
時　

11
月
4
日（
月
・
休
）

○
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

○
場
所　

総
合
体
育
館
前
広
場

《家庭用食用廃油回収協力店一覧》
店名（住所） 電話番号 定休日

豊岡駅通商店街振興組合（千代田町） 23-2367 土曜日午
後・日曜日

池屋（大手町） 20-1407 木曜日

魚
サ マ ン サ

飯菜（中央町） 22-3171 なし

サラダ館豊岡駅通店（中央町） 22-2909 なし

ロード城崎店（城崎町桃島） 32-3949 なし
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平
成
24
年
7
月
、
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
湿
地
と
な
っ
た
市
内
の「
円

山
川
下
流
域
・
周
辺
水
田
」。

　

そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
方

に
伝
え
て
い
く
た
め
、
黒
田
征
太

郎
さ
ん
と
一
緒
に
、
円
山
川
の
風

景
や
生
き
も
の
の
絵
を
描
き
ま
す
。

　

あ
な
た
の
絵
で
、「
円
山
川
下
流

域
・
周
辺
水
田
」の
魅
力
を
P
R

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

10
月
19
日（
土
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時

▽
集
合
場
所　

豊
岡
市
エ
コ
ハ
ウ

ス（
城
崎
町
今
津
）

▽
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
4
年

生
〜
高
校
生

▽
定
員　

20
人（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

▽
受
付
期
間　

9
月
25
日（
水
）〜

10
月
11
日（
金
）

▽
参
加
費　

無
料

※
当
日
は
、
円
山
川
を
船
で
遊
覧

し
た
後
、
絵
を
描
き
ま
す
。

※
参
加
者
に
は
、
記
念
グ
ッ
ズ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

※
絵
は
、
市
内
施
設
で
展
示
す
る

ほ
か
、
普
及
啓
発
冊
子
等
を
作

成
す
る
な
ど
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
湿
地
の
P
R
に
活
用
し
ま
す
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト

リ
共
生
課
☎
21

9
0
1
7

〜
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
を
P
R
す
る
絵
を
描
こ
う
！
〜

職種 募集人数 応募資格 職務内容など 勤務条件

ボイラー技士 ２人 ボイラー技士免許
２級以上

五荘小学校または豊
岡南中学校のボイ
ラーの運転・管理

給料：日額8,000円
勤務：週５日（38時間45分）
休日：土・日曜日の週2日
※休日に行事があった場合は
　平日と振替え

　

第
6
回
永
楽
館
歌
舞
伎
へ
の
意

気
込
み
を
、
座
頭
の
片
岡
愛
之
助

さ
ん
が
語
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
く

永
楽
館
歌
舞
伎
は
、
私
に
と
っ
て

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。
一
番
好
き
な
芝

居
小
屋
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
毎
回
勤
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
た
び
に
、
ふ
る
さ
と
に

帰
っ
て
き
た
よ
う
な
気
持
ち
に
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

1
本
目
の『
伽が

羅ら

紗し
ゃ

』は
、
平
成

21
年
に
徳
島
の
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
歌
舞

伎
で
演
じ
ら
れ
た
演
目
で
す
。
今

回
は
お
芝
居
の
ウ
ェー
ト
を
増
や
し
、

観
客
の
皆
様
に
も
分
か
り
や
す
い

も
の
に
し
て
い
ま
す
。

　
『
口
上
』を
は
さ
み
、『
弥
生
の
花

浅
草
祭
』を
踊
り
ま
す
。

　

こ
の
舞
踊
は
以
前
か
ら
永
楽
館

で
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

都
会
の
大
劇
場
で
は
感
じ
る
こ
と

の
で
き
な
い
、
毛
振
り
の
風
ま
で

も
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
舞
台
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　
（
出
石
永
楽
館
の
）柿こ
け
ら

落お
と
し

公
演
の

と
き
、
何
と
か
3
回
続
け
ら
れ
た

ら
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
今
年
6
回
目
の
公
演
が
開
催
で

き
ま
す
。

　

こ
う
な
っ
た
ら
末
永
く
続
け
て

い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
で

き
た
ら
公
演
日
程
も
少
し
ず
つ
延

ば
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

◆
永
楽
館
歌
舞
伎

▽
日
時　

11
月
5
日（
火
）初
日
〜

10
日（
日
）千
穐
楽　

　

第
一
部　

午
前
11
時
30
分
開
演

　

第
二
部　

午
後
4
時　

開
演

　
（
開
場
…
開
演
時
間
の
30
分
前
）

※
7
日（
木
）・
10
日（
日
）は
第
一

部
の
み

　

歌
舞
伎
公
演
に
先
立
ち
、
幹
部

俳
優
が
出
石
城
下
町
を
パ
レ
ー
ド

す
る「
お
練
り
」を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

▽
日
時　

11
月
3
日（
日
・
祝
）午

後
2
時
30
分
〜

《
問
合
せ
》
出
石
永
楽
館

　

☎
52

5
3
0
0

第
6
回
永
楽
館
歌
舞
伎

片
岡
愛
之
助
さ
ん
コ
メ
ン
ト

▲片岡愛之助さん

▲円山川下流域・周辺水田

▲黒田さんの絵に見入る子どもたち（Ｈ24.9.29）

《選考方法》 面接試験　※10月22日（火）予定
 採用者には健康診断結果等の写しを提

出していただきます。
《雇用期間》 11月15日～平成26年３月24日
《申込方法》 職員課にある申込書に必要事項を記入

の上、ボイラー技士免許の写しを添え
て職員課に提出

《申込期限》 10月11日（金）必着
 ※土・日曜日、執務時間外を除く
《申込み・問合せ》職員課☎23-1326

豊岡市臨時職員募集

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
黒
田
征
太
郎
さ
ん
と
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の
で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、

補
強
で
き
ま
す
。

̶
環
境
に
良
い
部
分
は
？

　

在
来
工
法
だ
と
、
建
物
内
部
で

の
大
掛
か
り
な
撤
去
・
解
体
工
事

に
な
り
ま
す
が
、
当
工
法
で
は
、

ほ
と
ん
ど
廃
棄
物
が
発
生
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
騒
音
・
振

動
・
ホ
コ
リ
が
少
な
く
、
周

辺
環
境
へ
の
悪
影
響
も
軽
微

で
す
。

̶

施
工
に
掛
か
る
費
用
は
？

　

平
均
的
な
費
用
は
、
お
お

̶

木
造
耐
震
補
強
工
事
と
は
？

　

当
社
の
木
造
耐
震
工
事
は
、〝
ウ

ッ
ド
ピ
タ
〞
と
い
う
工
法
を
採
用
し

て
い
ま
す
。
こ
の
工
法
は
、
名
古

屋
大
学
と
矢や

作は
ぎ

建
設
工
業
㈱
が
共

同
開
発
し
た
も
の
で
、（
財
）日
本
建

築
防
災
協
会
の
技
術
評
価
を
取
得

し
て
い
ま
す
。

　

施
工
は
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
、

建
物
の
外
壁
に
〝
ブ
レ
ー
ス
〞
と

い
う
筋
交
い
を
取
り
付
け
る
だ
け

で
す
。
事
前
に
調
査
を
行
い
、
耐

震
に
効
果
的
な
部
分
を
選
定
し
、

取
り
付
け
ま
す
。

　

ま
た
、
建
物
の
外
観
が
気
に
な

る
方
に
は
、
フ
レ
ー
ム
タ
イ
プ
の

商
品
も
あ
り
ま
す
。

̶

在
来
工
法
と
比
較
し
て
優
れ
て

い
る
と
こ
ろ
は
？

　

在
来
工
法
は
室
内
施
工
で
す
の

で
、
工
事
中
は
部
屋
が
使
え
ま
せ

ん
し
、
南
側
に
窓
が
多
い
日
本
の

住
宅
で
は
、
窓
を
ふ
さ
ぐ
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

ウ
ッ
ド
ピ
タ
は
外
付
け
工
法
な

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。
こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事

業
に
取
り
組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》環
境
経
済
課
経
済
係
☎
23

4
4
8
0

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

株
式
会
社
中
川
工
務
店（
竹
野
町
竹
野
）

̶

建
物
外
部
で
の
木
造
耐
震
補
強
工
事

̶

企業紹介

む
ね
2
0
0
万
円
〜
で
す
。
こ
の

費
用
は
、
求
め
る
耐
震
性
能
で
異

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
県
や
市
の
補
助
金
の
対

象
に
な
り
ま
す
の
で
、
実
際
の
負

担
額
は
、
最
大
で
3
分
の
2
程
度

に
な
り
ま
す
。

̶

今
後
に
向
け
た
取
組
み
は
？

　

豊
岡
市
内
に
は
、
古
い
木
造
住

宅
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
耐

震
に
関
す
る
意
識
は
ま
だ
ま
だ
希

薄
で
す
。
命
に
か
か
わ
る
地
震
へ

の
備
え
と
し
て
、
木
造
住
宅
の
耐

震
工
事
の
重
要
性
を
、
行
政
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
訴
え
て
い
き
た

い
で
す
。

　

当
社
は
、
学
校
な
ど
の
公
共
建

築
物
の
耐
震
工
事
を
多
く
手
掛
け

て
お
り
、
実
績
・
経
験
に
自
信
が

あ
り
ま
す
。

　

耐
震
に
関
す
る
相
談
や
見
積
な

ど
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
☎
47

1
1
2
0

○35

　

戦
後
、
日
本
が
飛
躍
的
な
発
展

を
遂
げ
た
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
？

①
敗
戦
で
旧
来
の
経
営
者
層
が
身

を
引
き
、
若
く
未
経
験
な
人
々

が
経
営
を
担
っ
た
。

②
最
新
の
機
械
や
手
法
を
使
い
効

率
よ
く
経
営
が
で
き
た
。

③
金
融
が
未
発
達
で
親
族
か
ら
し

か
借
り
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
成
功
し
た
経
営

者
の
事
業
承
継
が
問
題
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
全
く
心
配
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

歴
史
は
繰

り
返
す
と
い

い
ま
す
の
で
、

同
じ
事
を
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
。

①
先
代
経
営
者
が
身
を
引
く
。

②
若
い
後
継
者
が
新
し
い
設
備
と

感
覚
で
業
務
を
見
直
す
。

③
全
て
の
資
金
を
後
継
者
に
渡
す
。

　

当
時
と
違
う
の
は
、
伸
び
る
市

場
が
日
本
に
少
な
く
海
外
に
あ
る

こ
と
で
す
。

　

事
業
承
継
の
節
税
策
を
挙
げ
る

な
ら
、

○
配
偶
者
に
健
康
で
長
生
き
を
し

て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

↓
贈
与
税
の
配
偶
者
控
除
や
、
相

続
税
の
配
偶
者
の
税
額
軽
減
と

特
典
が
多
い
で
す
。

○
い
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
孫
に
贈
与
し

ま
し
ょ
う
。

↓
1
1
0
万
円
の
基
礎
控
除
を

使
っ
て
の
贈
与
や
、
住
宅
資
金

の
贈
与
の
非
課
税
制
度
を
利
用

で
き
ま
す
。

○
同
居
の
後
継
者
の
家
は
、
先
代

が
建
て
ま
し
ょ
う
。

↓
親
子
な
ら
タ
ダ
で
住
ん
で
も
課

税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

事
業
承
継
が
必
要
だ
と
お
考

え
な
ら
、「
今
で
し
ょ
！
」。
も
う
、

ス
タ
ー
ト
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

　

思
い
切
っ
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

　

失
敗
す
れ
ば
や
り
直
す
、
儲
け

は「
倍
返
し
で
！
」の
気
持
ち
で
。

　

な
お
、
税

金
の
こ
と
は
、

税
理
士
な
ど

の
税
の
専
門

家
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
市
事
業
承
継
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

　
（
環
境
経
済
課
内
）

　

☎
23

4
4
8
0

　
事
業
承
継
を
考
え
る
　
⑥

　
　
事
業
承
継
す
る
な
ら
、
絶
対
に「
今
で
し
ょ
！
」
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市
全
域
で
、
5
月
29
日
に
行
っ

た「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
1
3
」

で
、
対
戦
相
手
の
秋
田
県
横
手
市

と
と
も
に
、
ユ
ニ
ー
ク
な
方
法
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
周
知
広
報
を

行
っ
た
と
い
う
理
由
で
、
笹
川
ス

ポ
ー
ツ
財
団
特
別
賞「
広
報
ア
イ

デ
ア
賞
」を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

対
戦
相
手
の
秋
田
県
横
手
市
と
、

互
い
の
地
元
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
局
の
番

組
で
電
話
出
演
を
し
た
り
、
負
け

た
豊
岡
市
が
勝
っ
た
横
手
市
の
市

　

9
月
2
日
、
か
ば
ん
縫
製
者
を

育
成
す
る「
鞄
縫
製
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
」（
元
町
）の
開
校

式
が
開
催
さ
れ
、
第
1
期
受
講
生

10
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

鞄
縫
製
者
育
成
組
合
代
表
・
木

和
田
智
成
さ
ん
は「
も
の
づ
く
り

の
喜
び
を
知
り
、
誇
り
を
持
て
る

職
人
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
」と
、

激
励
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
組
合

か
ら
受
講
生
全
員
に
、
か
ば
ん
縫

製
に
使
う
は
さ
み
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

歌
を
ラ
ジ
オ
で
流
す
な
ど
、
積
極

的
に
対
戦
相
手
と
交
流
を
図
り
、

市
民
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
を
周
知

し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

開
校
式
終
了
後
に
は
、
早
速
、

ミ
シ
ン
を
使
っ
た
実
習
が
始
ま
り

ま
し
た
。　

　

本
市
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
大
正
14
年
の
北
但
大
震
災
を

教
訓
に
、
地
震
災
害
に
備
え
、
災

害
時
に
迅
速
か
つ
適
切
な
応
急
対

策
が
取
れ
る
よ
う
、
8
月
31
日
、

円
山
川
運
動
公
園（
圡
渕
）で
震
災

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
震
度
6
強
の
大
地
震

が
発
生
し
、
市
街
地
で
甚
大
な
被

害
が
続
発
、
火
災
も
発
生
し
、
津

波
の
恐
れ
も
あ
る
と
い
う
被
害
状

況
を
想
定
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
の
ほ
か
国
県

関
係
機
関
や
各
種
団
体
な

ど
26
団
体
、
約
7
0
0
人
が

参
加
。地
元
中
筋
地
区
で
は
、

住
民
の
ほ
か
、
小
学
校
や
幼

稚
園
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
や
消
火

器
で
の
消
火
、
負
傷
者
の
搬
送
な

ど
20
以
上
の
訓
練
を
実
施
。
自
衛

隊
に
よ
る
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
の
炊

き
出
し
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
新
た
に
実
施
し
た
訓
練

は
、消
防
本
部
や
陸
上
自
衛
隊
、兵

庫
県
警
察
に
よ
る
ビ
ル
倒
壊
事
故

救
助
救
出
訓
練
、兵
庫
県
消
防
防

災
航
空
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

孤
立
集
落
空
中
消
火
訓
練
、市
と
震

災・学
校
支
援
チ
ー
ム
Eア
ー

ス

A
R
T
H

に
よ
る
避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練

な
ど
で
す
。

　

中
貝
市
長
は「
災
害
時
、
人
は

訓
練
し
た
以
上
の
こ
と
は
で
き
な

い
。
だ
か
ら
備
え
が
必
要
で
す
」

と
参
加
者
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、連
合
消
防
団
長
の
吉
岡
忠

次
朗
さ
ん
と
中
筋
地

区
区
長
会
会
長
の
今

井
悟
さ
ん
は
、防
災
、

災
害
時
の
適
切
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
真

剣
に
取
り
組
む
と
決

意
を
語
り
ま
し
た
。

〜
あ
の
震
災
を
決
し
て
忘
れ
ず
、生
か
し
、備
え
る
た
め
に
〜

震
災
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
8
月
】

18
日
・
新
庁
舎
へ
の
事
務
所
移
転

完
了

19
日
・
市
役
所
新
庁
舎
食
堂
開
店

記
念
式
典

22
日
・
韓
国
・
東
川
初
等
学
校
訪

問
報
告
会

26
日
・
新
庁
舎
開
庁
記
念「
豊
岡

市
夏
の
美
術
館
」（
〜
9
月

6
日
）

28
日
・
南
極
教
室
ラ
イ
ブ
2
0
1 

3

29
日
・
出
石
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　

完
成
式
典

30
日
・
新
議
場
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー

　
　

・
市
議
会
定
例
会
開
会（
〜

9
月
26
日
）

31
日
・
震
災
総
合
防
災
訓
練

【
9
月
】

1
日
・
新
庁
舎
市
民
見
学
会

2
日
・
本
人
通
知
制
度
ス
タ
ー
ト

　
　

・
市
内
の
最
高
齢
者
お
よ
び

最
高
齢
夫
婦
を
訪
問

4
日
・
豊
岡
市
災
害
警
戒
本
部
、

城
崎
・
竹
野
地
域
警
戒
本

部
設
置（
同
日
廃
止
）

　
　

・
豊
岡
市
環
境
審
議
会

7
日
・
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

1
部
リ
ー
グ
豊
岡
大
会

（
〜
8
日
）

8
日
・
南
極
講
演
会

▲子どもたちは避難訓練に参
加

▲笹川スポーツ財団から、盾
を贈呈 ▲かばんの縫製を熱心に学ぶ受講生

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
３

「
広
報
ア
イ
デ
ア
賞（
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
特
別
賞
）」受
賞

〜
地
場
産
業
を
守
る
！
か
ば
ん
縫
製
者
を
育
成
〜

鞄
縫
製
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
開
校
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町
の
中
心
に
美
し
い
景
観
が
出

現
し
ま
し
た
。
新
庁
舎
で
す
。
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
旧
本
庁
舎
が

風
格
を
も
っ
て
立
っ
て
い
ま
す
。

　

建
設
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、

旧
本
庁
舎
を
残
す
か
否
か
が
議

論
に
な
り
ま
し
た
。「
あ
ん
な
古

ぼ
け
た
建
物
は
壊
し
て
し
ま
え
」

と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
。

　

旧
本
庁
舎
は
、1
9
2
5
年
の

北
但
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

当
時
の
人
々
が
大
災
害
に
対
し
ど

の
よ
う
に
立
ち
向
か
い
、
ど
の
よ

う
に
立
ち
上
が
っ
て
き
た
の
か
を

体
現
し
て
い
る
建
物
で
す
。
台
風

23
号
災
害
の
折
に
は
、
復
旧
の
た

め
に
連
日
、
夜
通
し
こ
う
こ
う
と

電
気
を
つ
け
て
働
き
続
け
、
人
々

を
励
ま
し
続
け
た
施
設
で
も
あ
り

ま
す
。
歴
史
は
、
引
き
継
が
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

2
階
は
議
場
と
し
て
活
用
し
、

1
階
と
3
階
は
市
民
利
用
に
供
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
部
分

を
、
豊
岡
藩
主
で
あ
っ
た
京
極
家

の
ご
理
解
も
い
た
だ
い
て
、
豊
岡

藩
の
藩
校
に
ち
な
ん
で「
豊
岡
稽け
い

古こ

堂ど
う

」と
名
づ
け
ま
し
た
。
稽
古

と
は
、
古
い
に
し
え

に
学
ぶ
と
い
う
意
味
で

す
。

　

庁
舎
全
体
は
、
旧
い
建
物
と
新

し
い
建
物
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の

上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
壊
し

て
は
作
り
、
壊
し
て
は
作
る
と
い

う
や
り
方
で
記
憶
喪
失
の
よ
う
な

ま
ち
を
創
る
の
で
は
な
く
、
受
け

継
い
で
き
た
大
切
な
も
の
を
守
り
、

育
て
、
引
き
継
ぐ
と
い
う
豊
岡
の

生
き
様
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

庁
舎
は
、
本
来
市
民
の
皆
さ
ま

の
も
の
で
す
。
そ
の
庁
舎
に
少
し

で
も
親
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、

庁
舎
を
会
場
に
し
て「
豊
岡
市
夏

の
美
術
館
」と
い
う
展
覧
会
を
行

い
ま
し
た
。
職
員
が
真
剣
に
働
い

て
い
る（
は
ず
の
）姿
を
横
目
で
チ

ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
、
各
階
の
廊
下

に
展
示
さ
れ
た
絵
や
書
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
秋
、
冬
、

春
に
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

お
腹
が
空
か
れ
た
ら
、
食
堂
に

ど
う
ぞ
。
こ
ち
ら
の
ほ
う
は
、
障

が
い
の
あ
る
方
に
少
し
で
も
働
く

場
を
提
供
し
よ
う
と
、
出
石
精
和

園
の
皆
さ
ま
に
運
営
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
お
い
し
い
で
す
よ
。

　

8
月
22
日
、
市
内
の
小
学
6
年

生
19
人
が
、
7
月
30
日
か
ら
8
月

2
日
ま
で
韓
国
慶キ
ョ
ン

州ジ
ュ

市
に
あ
る
東

川
初
等
学
校
を
訪
問
し
た
報
告
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

訪
問
先
の
学
校
で
の
交
流
会
で

は
、
本
市
児
童
は
事
前
に
練
習
を

重
ね
た「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」の

踊
り
や
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
、
詩
吟
、

空
手
を
披
露
し
、
韓
国
の
児
童
に

よ
る
楽
器
演
奏
や
踊
り
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験

し
、
韓
国
の
家
庭
料
理
を
味
わ
う

な
ど
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の

親
交
を
深
め
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
参
加
児
童
か
ら

「
も
っ
と
も
っ
と
外
国
の
こ
と
を

知
り
た
い
と
思
っ
た
」「
目
標
だ
っ

た
韓
国
の
友
達
を
作
る
こ
と
が
達

成
で
き
た
」な
ど
の
感
想
が
出
て

い
ま
し
た
。

　

9
月
8
日
、
俳
優
で
歌
手
の
三

倉
茉
奈
さ
ん
が
、「
ぐ
る
っ
と
食
の

旅　

キ
ッ
チ
ン
が
ゆ
く
」（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
・
B
S
プ
レ
ミ
ア
ム
）の
収
録

で
来
訪
し
、
本
市
の
旬
の
食
材
と

料
理
に
出
会
い
ま
し
た
。

　

八
代
地
区（
日
高
地
域
）で
自
家

用
栽
培
し
て
い
る「
八
代
オ
ク
ラ
」

は
、
直
径
は
3
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

長
さ
が
約
15
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

三
倉
さ
ん
に「
オ
ク
ラ
の
し
ょ
う

ゆ
バ
タ
ー
の
炒
め
物
」を
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
は
竹
野
漁
港
で「
赤
イ
カ
」を

紹
介
。
大
き
い
も
の
で
は
、
体
長

１
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
20
キ
ロ
グ
ラ

ム
も
あ
る
赤
イ
カ
の
料
理
は
竹
野

の
新
名
物
で
す
。

　
「
赤
イ
カ
は
、
1
週
間
ぐ
ら
い

冷
凍
し
、
解
凍
す
る
と
、
甘
味
が

増
す
」と
、
よ
り
お
い
し
く
食
べ

る
コ
ツ
も
伝
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
オ
ク
ラ
と
イ
カ
の
両
方

を
使
っ
た
創
作
料
理「
赤
イ
カ
と
八

代
オ
ク
ラ
の
冷
製
コン
ソ
メ
イ
カ
ス
ミ

の
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
仕
立
て
」が
、三
倉

さ
ん
た
ち
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
収
録
当
日
の
朝
、コ
ウ
ノ
ト
リ
と

〜「
マ
ナ
カ
ナ
」の
愛
称
で
有
名
な
三
倉
茉ま

奈な

さ
ん
が
本
市
の
食
を
味
わ
う
〜

「
ぐ
る
っ
と
食
の
旅　

キ
ッ
チ
ン
が
ゆ
く
」の
収
録
が
行
わ
れ
ま
し
た

〜
平
成
４
年
か
ら
続
い
て
い
る
国
際
交
流
〜

韓
国・東ト

ン
　
チ
ョ
ン川
初
等
学
校
訪
問
報
告
会
を
開
催

祝
！
新
庁
舎
完
成

71

▲東川初等学校児童と一緒に大縄跳びを
楽しみました

▲三倉さんと「八代オクラ」生産者の吉
岡　亮さん

出
会
い
、いい
旅
を
予
感
し
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
た
三
倉
さ
ん
。10
月

2
日
午
後
7
時
30
分
か
ら
8
時
ま

で
の
番
組
で
放
映
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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自
ら
の
趣
味
と
就
業
経
験
を
生
か
し
、
地
元
の
素
晴
ら

し
さ
を
発
信
す
る
元
気
な
男
性
を
紹
介
し
ま
す
。

長
岡　

豊
さ
ん（
74
歳
）日
高
町
栗
山

木
製
工ク

ラ
フ
ト

芸
品
も
写
真
も

一
目
見
て
何
か
が
伝
わ
る
も
の
を
！木材の加工はお手のもの木製ながら各部を動かせる作品も！

災
者
が
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
、「
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
箱
庭
」（
木
製
プ
ラ
ン

タ
ー
）の
作
製
に
も
携
わ
り
ま
し

た
。「
他
に
で
き
る
こ
と
は
？
」と
、

木
製
品
の
売
り
上
げ
の
寄
付
も
行

い
ま
し
た
。

没
頭
す
る
も
う
一
つ
の
趣
味
！

　

長
岡
さ
ん
の
も
う
一
つ
の
趣
味

は「
写
真
」。
カ
メ
ラ
歴
約
50
年
の

長
岡
さ
ん
は
、
白
黒
写
真
の
時
代

に
自
ら
現
像
も
し
て
い
た
ほ
ど
。

今
で
は「
せ
っ
か
く
の
ジ
オ
パ
ー

ク
。も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
、
神
鍋
溶
岩
流（
日
高
町
十
戸

〜
栗
栖
野
）の
撮
影
も
。「
展
示
す

る
機
会
が
あ
れ
ば
、
皆
さ
ん
に
見

て
も
ら
い
た
い
」と
、
溶
岩
流
の

美
し
さ
を
収
め
た
写
真
パ
ネ
ル
も

自
作
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
、
多
く

の
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
経
験
の
あ

る
長
岡
さ
ん
。写
真
の
魅
力
は「
写

真
1
枚
で
ど
れ
だ
け
表
現
で
き
る

か
。
写
真
を
見
れ
ば
被
写
体
の
声

が
聞
こ
え
る
よ
う
な
写
真
を
撮
れ

れ
ば
最
高
!
」と
語
り
ま
す
。

　

今
後
も「
ク
ラ
フ
ト
で
も
写
真

で
も
、
何
か
ひ
ら
め
い
た
ら
、
ア

イ
デ
ア
を
絞
っ
て
、
何
に
で
も
取

り
組
み
た
い
」と
好
奇
心
旺
盛
な

長
岡
さ
ん
。
今
日
も
モ
チ
ー
フ
探

し
に
出
掛
け
て
い
き
ま
す
。

切り抜き文字と作成した看板

分
野
を
持
ち
、
各
地
で
作
品
展
示

会
や
木
工
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は「
長
岡
さ
ん
の
加

工
技
術
は
ピ
カ
イ
チ
。
モ
チ
ー
フ

（
題
材
）を
見
つ
け
て
か
ら
そ
れ
を

木
製
品
に
す
る
の
も
早
い
」と
驚

嘆
し
ま
す
。
長
岡
さ
ん
は「
す
ぐ

に
作
製
し
な
い
と
、
い
つ
ま
で
も

頭
に
残
っ
て
い
な
い
か
ら
…
」と

笑
い
飛
ば
し
ま
す
。

苦
労
も
経
験
に
！

　

長
岡
さ
ん
は
、
建
具
店
を
廃
業

し
、
そ
の
後
、
工
芸
店
で
は
板
マ

ネ
キ
ン
な
ど
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
製

品
に
、
木
工
所
で
は
ク
ラ
フ
ト
作

製
に
携
わ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
就
業

経
験
も「
今
の
木
製
品
に
生
か
さ

れ
て
い
る
」と
言
い
ま
す
。

　

退
職
後
、
大
病
を
患
っ
た
長
岡

さ
ん
は「
闘
病
中
は
死
ぬ
思
い
だ

っ
た
が
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
助
け
ら

れ
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。「
コ
ウ

ノ
ト
リ
は
幸
せ
を
運
ぶ
」と
の
思

い
で
作
製
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
ク
ラ

フ
ト（
木
製
品
）を
、「
入
院
先
の
病

院
の
あ
ち
こ
ち
に
置
い
て
も
ら
っ

た
」と
話
し
ま
す
。「
お
か
げ
で
病

を
克
服
し
、
元
気
で
い
ら
れ
る
」

と
、
今
も
各
種
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
ク

ラ
フ
ト
を
作
り
続
け
て
い
ま
す
。

東
北
の
震
災
被
災
者
へ

　

長
岡
さ
ん
た
ち
は
、
震
災
の
被

　

日
高
町
栗
山
の
作
業
所
で
出
迎

え
て
く
れ
た
の
は
、
各
種
機
械
を

駆
使
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
木
製
品
を

生
み
出
す
器
用
な
手
先
の
持
ち
主
、

長
岡　

豊
さ
ん
。

建
具
か
ら
ク
ラ
フ
ト
ま
で

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
好
き
だ
っ
た

木
工
に
、
本
格
的
に
携
わ
っ
て
か

れ
こ
れ
60
年
。
訓
練
校
を
卒
業
し
、

建
具
店
に
弟
子
入
り
後
、
自
ら
建

具
店
を
創
業
し
た
経
歴
の
持
ち
主

で
す
。

　

現
作
業
所
に
は
、
操
業
時
の
機

械
類
が
置
か
れ
、
長
岡
さ
ん
が
得

意
と
す
る
木
製
品
が
そ
の
一
角
に

並
ん
で
い
ま
す
。
ク
レ
ー
ン
車
、

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
、
乗
用
車
、
牛
車
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
…
。

　

長
岡
さ
ん
は
、
こ
れ
ら
を
趣
味

の
一
環
で
作
る
傍
ら
、「
道
の
駅
」

な
ど
で
商
品
と
し
て
販
売
し
て
い

ま
す
。
値
は
安
く
は
な
い
で
す
が
、

長
岡
さ
ん
は「
手
間
を
考
え
る
と

日
当
に
も
な
ら
な
い
が
…
」と
笑

い
ま
す
。
木
材
は
、
建
物
の
建
築

時
に
出
る
端
材
を
使
う（
現
場
か

ら
も
ら
え
る
）な
ど
、
無
駄
な
く

利
用
し
ま
す
。

ク
ラ
フ
ト
グ
ル
ー
プ

　
「
マ
ロ
ニ
エ
の
森
ク
ラ
フ
ト
グ

ル
ー
プ
」に
も
所
属
す
る
長
岡
さ

ん
。
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」
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情
熱
的
で
あ
れ
！
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
で
あ
れ
！

男
声
合
唱
団「
エ
ル
・
ド
ラ
ー
ド
」

　

火
曜
日
の
夜
、
豊
岡
小
学
校
の

音
楽
室
か
ら
、
男
声
合
唱
団「
エ

ル
・
ド
ラ
ー
ド
」の
さ
わ
や
か
な

歌
声
が
流
れ
て
き
ま
す
。　　

　

同
団
は
、
今
年
3
月
に
誕
生
し

た
ば
か
り
。
団
員
は
40
代
か
ら
70

代
ま
で
の
21
人
で
す
。

　

指
導
者
の
藤
原
紘ひ
ろ

道み
ち

さ
ん
は
、

「
合
唱
団
は
数
多
く
あ
る
の
に
、

男
声
合
唱
団
は
但
馬

に
も
、
北
近
畿
に
も

あ
り
ま
せ
ん
。
楽
し

く
息
長
く
活
動
で
き

る
合
唱
団
を
作
り
た

い
と
呼
び
掛
け
ま
し

た
」と
話
し
、「
黄
金

郷
、
黄
金
の
人
」の

意
が
あ
る「
エ
ル
・

ド
ラ
ー
ド
」の
団
名

に
は
、
閉
塞
感
漂
う
時
代
に
あ
っ

て
も
、
は
つ
ら
つ
と
輝
き
続
け
よ

う
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

団
長
の
北
村
博
司
さ
ん
は「
男

声
の
繊
細
で
深
い
音
質
の
ハ
ー
モ

ニ
ー
に
は
、
独
特
の
魅
力
が
あ
り

ま
す
。
合
唱
を
通
し
て
皆
さ
ん
と

感
動
を
共
有
し
た
い
で
す
」と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
9
月
の
市
民
音
楽
祭
出

演
に
向
け
て
特
訓
中
！
パ
ー
ト
構

成
は
第
1
・
第
2
テ
ノ
ー
ル
、
バ

リ
ト
ン
、
ベ
ー
ス
の
4
部
合
唱
で
、

「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」、
力
を
奮
い

立
た
せ
る「
い
ざ
起た

て
戦い
く
さ

人び
と

よ
」、

躍
動
感
に
あ
ふ
れ
た
学
生
歌「
森

の
歌
声
」の
3
曲
を
歌
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
メ
ー
ジ
の

世
界
に
誘
い
ま
す
。

　

11
月
に
は
但
馬
合

唱
祭
に
出
演
、
近
い

将
来
は
リ
サ
イ
タ
ル

や
各
地
の
女
声
合
唱

団
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト

公
演
と
、
夢
は
広
が

り
ま
す
。

　

藤
原
さ
ん
に
歌
が

上
手
に
な
る
秘
訣
を
聞
く
と
、
同

団
に
入
団
し
練
習
す
る
の
が
早
道

と
の
こ
と
。

　

団
員
募
集
中
で
す
。
経
験
は
問

い
ま
せ
ん
。
希
望
者
は
、
大
倉
俊

昭
さ
ん
☎
22

－

4
4
7
4
、
北
山

富
三
郎
さ
ん
☎
23

－

0
6
7
6
、

山
本
邦
雄
さ
ん
☎
23

－

7
9
8
0

ま
で
。 ▲練習風景。豊かで澄んだ歌声が

響きます

　

8
月
25
日
、
城
崎
中
学
校（
城
崎
町
湯
島
）グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
第
65
回
町
内
対
抗
野
球
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
中
学
生
か
ら
一
線
を
退

い
た
超
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、
自
治
会
を
中
心
と
し
た

4
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
昭
和
20
年
か
ら
ほ
ぼ
毎
年
開
催

し
て
お
り
、
地
域
の
伝
統
を
守
る
た
め
に
、
遠
方

か
ら
帰
省
し
て
出
場
す
る
選
手
が
い
る
ほ
ど
地
域

に
根
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

投
手
と
し
て
優
勝
に
貢
献
し
た
旭
区
の
芹せ
り

澤ざ
わ

恭き
ょ
う

輔す
け

く
ん（
城
崎
中
3
年
）は「
近
所
の
方
と
チ
ー
ム

を
組
む
の
で
、
顔
見
知
り
に
な
れ
ま
す
。
仲
が
深

ま
れ
ば
」と
期
待
を
込
め
て
話
し
て
い
ま
し
た
。　

9
月
4
日
、
竹
野
認
定
こ
ど
も
園（
竹
野
町
須

谷
）で
、
は
さ
か
り
岩
Ｐ
Ｒ
ソ
ン
グ〝
は
さ
か
り

R
o
c
k
♪
〞の
ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン
が
開
催
さ
れ
、

園
児
71
人
が
曲
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
踊
り
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
ダ
ン
ス
の
感
想
を
聞
か
れ
る
と
、「
楽

し
か
っ
た
」「
面
白
か
っ
た
」と
元
気
に
答
え
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
曲
は
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
あ
る
日

本
で
も
珍
し
い
奇
岩「
は
さ
か
り
岩
」を
全
国
に
広

め
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
曲
を
歌
う
遊

月
亭
い
く
蔵
さ
ん
は「
子
ど
も
た
ち
は
覚
え
る
の

が
早
く
、
こ
の
歌
を
通
し
て
地
元
の
良
い
と
こ
ろ

を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

夏
の
城
崎
温
泉
街
の
風
物
詩

第
65
回
町
内
対
抗
野
球
大
会
を
開
催
！

竹
野
認
定
こ
ど
も
園「
は
さ
か
り
岩
Ｐ
Ｒ
ソ
ン
グ

〝
は
さ
か
り
R
o
c
k
♪
〞ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン
」

歌
を
通
し
て「
は
さ
か
り
岩
」を
知
ろ
う
！

▲好・珍プレーの連続に会場は歓声に包まれる

▲玄さんと一緒に踊る園児たち
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く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
54

　
〜
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ト
ラ
ブ
ル
〜

選
挙
の
あ
れ
こ
れ
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不
在
者
投
票
を
行
う
た
め
の
手

続
き
は
？

　

滞
在
先
で
の
不
在
者
投
票
は

①
選
挙
人
か
ら
豊
岡
市
選
挙
管
理

委
員
会
へ
の
投
票
用
紙
等
請
求

　
　
　
　
　

←

②
豊
岡
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

選
挙
人
へ
投
票
用
紙
等
の
送
付

　
　
　
　
　

←

③
選
挙
人
に
よ
る
滞
在
先
選
挙
管

理
委
員
会
で
の
投
票

　
　
　
　
　

←

④
滞
在
先
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

豊
岡
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
の

投
票
用
紙
送
付

と
い
う
流
れ
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

何
度
か
郵
便
で
や
り
取
り
し
ま

す
の
で
、
滞
在
先
で
不
在
者
投
票

を
す
る
場
合
は
、
余
裕
を
持
っ
て

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

指
定
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投

票
は
、
選
挙
期
間
中
に
そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
が
定
め
た
日
・
場
所
で
行

え
ま
す
の
で
、
施
設
に
投
票
し
た

い
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
で
の
不
在
者
投
票
は
、
身

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
電
話
機

能
が
付
い
た
超
小
型
パ
ソ
コ
ン

で
す
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
な
ど
）の
閲
覧
、

カ
メ
ラ
、
G
P
S（
地
図
・
位
置

情
報
表
示
）な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
能
が
利
用
で
き
て
便
利
な
反
面
、

使
い
方
に
よ
っ
て
は
思
わ
ぬ
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
あ

り
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

個
人
情
報
の
流
出
に
注
意

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
は
個
人
情

報
が
満
載
で
す
。
盗
難
や
紛
失
対

策
の
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
画
面

ロ
ッ
ク
を
掛
け
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
ア
プ
リ（
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
際
に
、
ア
プ
リ
提

供
者
が
、
利
用
者
の
情
報
に
ア
ク

セ
ス
す
る
こ
と
の「
同
意
」を
求
め

て
き
ま
す
。「
同
意
」す
る
と
、
ア

プ
リ
提
供
者
が
利
用
者
情
報
に
ア

ク
セ
ス
し
て
、
個
人
情
報
を
収
集

し
ま
す
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
際

に
、
ア
プ
リ
の
内
容
に
必
要
の
な

い
、
メ
ー
ル
情
報
や
位
置
情
報
、

端
末
情
報
に
ま
で「
同
意
」を
求
め

写
真
の
ウ
ェ
ブ
掲
載
の
危
険
性

　

G
P
S
に
対
応
し
た
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
は
、
写
真
の
撮
影
時
に

位
置
情
報
を
付
与
す
る
機
能
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
宅
で
撮

影
し
た
場
合
、
そ
の
写
真
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
す
る
と
、

自
宅
の
位
置
を
公
開
し
て
し
ま
う

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
写
真
を
掲

載
す
る
際
は
、
位

置
情
報
を
提
供
し

な
い
設
定
に
し
ま

し
ょ
う
。

高
額
な
通
信
料
金
を
避
け
る
に
は

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
料
金
プ

ラ
ン
に
よ
っ
て
は
思
い
も
よ
ら
な

い
高
額
な
通
信
料
金
の
請
求
を
受

け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
高
額
請

求
を
避
け
る
に
は
、
通
信
料
金
の

定
額
制
の
利
用
が
有
効
で
す
。
利

用
目
的
に
合
わ
せ
て
よ
く
検
討
し

ま
し
ょ
う
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
ら
す
ぐ
に
、

豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

て
く
る
ア
プ
リ
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
不
必
要
な
情
報
収
集

に
は
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。「
同
意
」を
す
る
と
き
は
、
内

容
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21

9
0
0
1

⑥
不
在
者
投
票
２

　

知
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
、
選
挙
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
決
め
事
項
。
選
挙
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
に

『
選
挙
の
あ
れ
こ
れ
』と
題
し
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
答
え
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
23

-

5
4
5
4

＜郵便による不在者投票の対象となる障害名とその程度＞

身
体
障
害
者
手
帳

障害名 障害の程度
１級 ２級 ３級

両下肢、体幹、移動機能の障害 ○ ○
心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸の障害 ○ ̶ ○

免疫、肝臓の障害 ○ ○ ○
※戦傷病者手帳をお持ちの方も、障害の内容や程度で、郵便
などで不在者投票が認められる場合があります。

体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の

方
ま
た
は
介
護
保
険
の
要
介
護
状

態
の
区
分
が「
要
介
護
5
」の
方
で
、

郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け

た
方
が
、
豊
岡
市
選
挙
管
理
委
員

会
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
、
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

同意してダウンロード

許可
電話／通話
携帯の状態とIDの読み取り
ネットワーク通信
完全なインターネットアクセス
現在地
おおよその位置情報（ネットワーク基地局）
ストレージ

＞

＞

＞

＞SDカードのコンテンツを修正/削除する

「同意」をするとアプリの提供者に利用者情
報にアクセスする許可を与えます。おおむ
ね内容は下記です（＞をクリックすると詳細
が表示される）。
電話番号、端末番号（ID）、通話中か否か、通
話相手の電話番号などにアクセスすること
を許可する
インターネット接続の状態にアクセスする
ことを許可する
GPSなど携帯電話の位置情報にアクセスす
ることを許可する
SDカードへの書き込みを許可する

➡
➡
➡
➡
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う
ま
い
ッ
と
豪
快
な
食
べ
っ
ぷ
り
☆

に
や
ッ
と
い
た
ず
ら
わ
ん
ぱ
く
次
男

坊
☆
兄
弟
仲
良
く
元
気
が
何
よ
り
!!

（
父 

康
宏
・
母 

智
子
、日
高
町
栃
本
）

渡辺颯
そう

真
ま

ちゃん
（平成23年7月24日生）

　

1
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
!

こ
れ
か
ら
の
成
長
が
と
っ
て
も
楽
し

み
だ
よ
☆

（
父 

剛
大
・
母 

美
香
、竹
野
町
竹
野
）

加藤　葵
あおい

ちゃん
（平成24年8月2日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

国
際
ス
キ
ー
連
盟
グ
ラ
ス
ス
キ
ー

世
界
選
手
権
出
場

（
9
月
3
〜
8
日
、
宮
城
県
七
ヶ

宿
町
）

▽
田
中
善
之（
日
高
町
栗
栖
野
）

平
成
25
年
度
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

競
技
出
場

（
8
月
3
〜
7
日
、
福
岡
県
飯
塚

市
）

▽
高
岸
亮
太（
県

　

立
社
高
校
3
年
、

　

竹
野
町
須
野
谷
）

平
成
25
年
度
近
畿
高
等
学
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
大
会
出
場

（
7
月
22
〜
24
日
、
神
戸
市
）

■
女
子
の
部

▽
豊
岡
総
合
高
等
学
校
女
子
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部（
加
広
町
）

第
13
回
高
校
生
も
の
づ
く
り

コ
ン
テ
ス
ト
近
畿
大
会

（
8
月
31
日
、
県
立
但
馬
ド
ー
ム
）

■
測
量
部
門
　
優
勝

▽
豊
岡
総
合
高
等
学
校（
加
広
町
）

第
60
回
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

（
8
月
10
日
、
三
田
市
）

■
小
学
校
部
門
　
金
賞

▽
日
高
小
学
校（
日
高
町
岩
中
）

県
立
但
馬
技
術
大
学
校
自
動
車
部

　
4
年
連
続
で

燃
費
世
界
記
録
を
更
新

　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校
自
動
車

部
が
、
8
月
に
広
島
市
で
開
催
さ

れ
た
省
エ
ネ
カ
ー
レ
ー

ス「
ス
ー
パ
ー
マ
イ
レ

ッ
ジ
カ
ー
チ
ャ
レ
ン

ジ
」で
、
F
A
M
E（
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
）1

リ
ッ
ト
ル
当
た
り
2
5
2
9
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
記
録
を
樹
立
し
、
世

界
記
録
を
4
年
連
続
で
更
新
し
ま

し
た
。

 

最
高
齢
者

▽
土は

野の

菊
榮（
1
0
6
歳
、
出
石

町
寺
坂
）

最
高
齢
夫
婦

▽
田
中
好よ
し

數か
ず（
99
歳
）・
ゆ
う（
97
歳
、

岩
井
）

平
成
25
年
度                

兵
庫
県
交
通
安
全
功
労
者
等
表
彰

■
個
人
の
部

▽
山
根
昌
勝（
竹
野
町
下
塚
）

■
団
体
の
部

▽
株
式
会
社
豊
岡
自
動
車
教
習
所

（
日
撫
）

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
等

知
事
表
彰

○
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

▽
井
上
德と
く

治じ（
出
石
町
町
分
）

▽
牛
島　

淳あ
つ
し（
京
町
）

▽
岡
本
睦
子（
若
松
町
）

▽
田
原　

章（
日
高
町
西
芝
）

▽
田
渕
忠た
だ

一か
ず（
出
石
町
伊
豆
）

▽
成
田
和
夫（
日
高
町
芝
）

▽
西
田
貞
夫（
日
高
町
十
戸
）

▽
西
村　

登（
日
高
町
山
宮
）

▽
原
田
庄
一（
日
高
町
野
）

▽
山
本
永
二（
瀬
戸
）

第
31
回
ひ
ょ
う
ご
愛
育
の
集
い
・

県
愛
育
連
合
会
長
表
彰

■
優
良
愛
育
班
員

▽
小
林
芳
子（
竹
野
町
草
飼
）

▽
中
田
令れ
い

美み（
竹
野
町
切
濵
）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▲世界記録樹立を喜ぶ部員たち

▲中貝市長と豊岡市社会福祉協議会　松島理
事長の祝福を受ける田中好數さん（左から2人
目）とゆうさん（右から2人目）

▲中貝市長と豊岡市社会福祉協議会　松島理
事長の祝福を受ける土野菊榮さん（真ん中）
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地域 氏 名

豊岡 宮代俊
しゅん

一
いち

鈴木順
より

子
こ

城崎 堀田晃一郎
竹野 山崎　守
日高 太田垣秀

ひで

典
みち

出石 角
つの

岡
おか

充
み

國
くに

但東 渋
しぶ

谷
や

順
じゅん

子
こ

期
　
間

大
切
な
契
約
書
や
遺
言
な
ど
は

公
正
証
書
に

10
月
1
日（
火
）〜
7
日（
月
）は

公
証
週
間

　

不
動
産
売
買
な
ど
重
要
な
取
引

を
し
た
り
、
遺
言
を
残
し
た
り
す

る
と
き
は
、
公
正
証
書
が
ト
ラ
ブ

ル
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

公
正
証
書
は
、
公
証
役
場
の
公

証
人（
裁
判
官
や
検
察
官
な
ど
を

務
め
た
法
律
の
専
門
家
）が
作
成

し
ま
す
の
で
、
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

○
特
設
相
談

日
10
月
6
日（
日
）午
後
2
時
〜
4

時
所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ（
大
手
町
）

問
豊
岡
公
証
役
場

　

☎
22

0
7
9
6

行
政
相
談
週
間

10
月
21
日（
月
）〜
27
日（
日
）

　

行
政
相
談
は
、
国
の
行
政
全
般

等
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
苦
情
や

意
見
、
要
望
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、

関
係
行
政
機
関
な
ど
に
必
要
な
あ

っ
せ
ん
を
行
い
、
そ
の
解
決
や
実

現
に
努
め
、
行
政
運
営
の
改
善
を

図
る
制
度
で
す
。

　

行
政
相
談
員
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、毎
月
の
相
談
日
は
、市
広

報
紙
10
日
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
10
月
の
相
談
日

　

7
日（
月
）、
9
日（
水
）、
10
日

（
木
）、
17
日（
木
）、
19
日（
土
）

○
行
政
相
談
員
の
皆
さ
ん

　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

催
　
し

豊
岡
市
戦
没
者
追
悼
式

　

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
に
対
し
、
心
か
ら
追
悼
の
誠

を
さ
さ
げ
る
と
と
も
に
、
平
和
を

願
う
市
民
の
強
い
決
意
を
表
す
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

日
10
月
3
日（
木
）午
前
10
時
〜
11

時
30
分

所
市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル（
立
野

町
）

他
会
場
で
は
、
手
話
通
訳
、
要
約

筆
記
を
行
う
予
定

問
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　

☎
24

7
0
3
3

子
育
て
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

○
元げ

ん

き

ん

気
i
n
g
ピ
ッ
ク

　

〜
登
録
グ
ル
ー
プ・元げ
ん
き
ん
ぐ

気
i
n
g 

 

の
親
子
と
い
っ
し
ょ
に
〜

日
10
月
11
日（
金
）午
前
10
時
〜
11

時
50
分

所
総
合
体
育
館（
大
磯
町
）

対
子
育
て
中
の
親
と
子
ど
も
、
家

族
な
ど

内
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
、「
デ
カ
パ

ン
で
G
O
!
」な
ど
の
競
技
、サ

ー
キ
ッ
ト
な
ど

持
お
茶
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、
上
靴

（
親
子
分
）

○
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
&

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の「
お
は
な
し
会
」

日
10
月
16
日（
水
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

練
習
室

（
大
手
町
）

対
孫
育
て
中
の
祖
父
母

内
孫
育
て
で
困
る
こ
と
、
工
夫
し

て
い
る
こ
と
な
ど

定
15
人

申
期
10
月
4
日（
金
）〜
定
員
に
達

す
る
ま
で

他
一
時
保
育
あ
り（
10
人
）

○
ベ
ビ
ー
集
ま
れ
!
マ
ッ
サ
ー
ジ

&
ビ
ク
ス

日
10
月
25
日（
金
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
10
分

●豊 岡 市 役 所
　☎23－1111
●城 崎 支 所
　☎32－0001
●竹 野 支 所
　☎47－1111
●日 高 支 所
　☎42－1111
●出 石 支 所
　☎52－3111
●但 東 支 所
　☎54－1000

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　申申し込み先　問問い合わせ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス　　　　
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順

問
秘
書
広
報
課
広
報
・
交
流
係

　

☎
23

1
1
1
1
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所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ
と
ス

テ
ー
ジ（
大
手
町
）

対
4
カ
月
〜
1
歳
2
カ
月
の
乳
幼

児
と
保
護
者

内
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
赤
ち
ゃ

ん
へ
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
話
、

ベ
ビ
ー
ビ
ク
ス

講
師
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー　

土
生
田
尚
子
さ

ん
、
ベ
ビ
ー
ビ
ク
ス
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー　

西
村　

淳
さ
ん

定
40
組

持
動
き
や
す
い
服
装
、
バ
ス
タ
オ

ル
、
抱
っ
こ
ひ
も
、
お
茶

申
期
10
月
9
日（
水
）〜
定
員
に
達

す
る
ま
で

申
問
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

4
6
0
4

■
城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

日
10
月
24
日（
木
）午
前
10
時
30
分

〜
11
時

所
城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー（
城
崎

町
桃
島
）

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
読
み
聞
か
せ
と
わ
ら
べ
う
た
遊
び

○
パ
パ
と
遊
ぼ
う
デ
ー

日
10
月
30
日（
水
）午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

所
城
崎
地
区
公
民
館（
城
崎
支
所

3
階
、
城
崎
町
桃
島
）

対
乳
幼
児
と
お
父
さ
ん

※
お
母
さ
ん
や
き
ょ
う
だ
い
の
参

加
可

内
親
子
遊
び
、
い
ろ
い
ろ
ゲ
ー
ム

な
ど

問
城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
32

4
6
6
6

■
出
石
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
わ
ら
べ
う
た
&
製
作

日
10
月
23
日（
水
）午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

所
出
石
子
育
て
セ
ン
タ
ー（
出
石

町
内
町
）

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
親
子
で
楽
し
む
わ
ら
べ
う
た
遊

び
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ぐ
る
ぐ
る

ル
ー
レ
ッ
ト
製
作

問
出
石
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
52

6
1
8
8

平
成
25
年
度
防
災
学
習
会　

日
10
月
20
日（
日
）午
前
10
時
30
分

〜
午
後
2
時
50
分

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

演
題
講
師

○
午
前
の
部（
午
前
10
時
30
分
〜

正
午
）

・「
但
馬
地
方
の
気
象
の
特
徴
に

つ
い
て
」…
航
空
機
安
全
運
行

支
援
セ
ン
タ
ー
但
馬
事
務
所
管

理
役　

坂
戸
宏
敏
さ
ん

・「
災
害
か
ら
命
を
守
る
に
は
」…

　

元
N
H
K
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
、

気
象
予
報
士
、
N
P
O
法
人
環

境
防
災
総
合
政
策
研
究
機
構
研

究
員　

半な
か
ら
い井
小さ

絵え

さ
ん

○
午
後
の
部（
午
後
1
時
〜
2
時

50
分
）

・「
そ
の
と
き
山
、
川
で
何
が
起

こ
っ
た
の
か
」…
紀
宝
町
鮒
田

自
主
防
災
会
会
長　

尾
畑
啓
嗣

さ
ん

・「
自
然
災
害
と
私
た
ち
の
暮
ら

し
」…
宮
城
大
学
地
域
連
携
セ

ン
タ
ー
復
興
ま
ち
づ
く
り
推
進

員　

後
藤
一
磨
さ
ん

定
3
0
0
人

他
車
で
来
場
す
る
場
合
は
、
市
立

駅
前
駐
車
場
ま
た
は
ア
イ
テ
ィ

駐
車
場
に
駐
車

※
駐
車
券
を
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
事

務
所
に
提
示
す
る
と
、「
市
立

駅
前
駐
車
場
」利
用
の
場
合
は
、

駐
車
時
間
に
応
じ
た
無
料
券
を
、

「
ア
イ
テ
ィ
駐
車
場
」を
利
用
の

場
合
は
、
3
時
間
分（
3
時
間

を
超
過
す
る
場
合
は
、
30
分
に

つ
き
1
0
0
円
の
駐
車
料
金
が

発
生
）の
無
料
券
を
発
行

問
防
災
課
☎
23

1
1
1
1

第
17
回                  

伊
藤
清
永
賞
子
ど
も
絵
画
展

日
10
月
5
日（
土
）〜
29
日（
火
）午

前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時（
入

館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

所
伊
藤
清
永
美
術
館（
出
石
町
内

町
）

内
県
内
の
幼
稚
園
児
、
小
・
中
学

校
の
児
童
生
徒
の
絵
画
作
品
を

展
示

料
一
般
3
0
0
円
、
高
校
・
大
学

生
・
65
歳
以
上
・
身
障
者
1
 5 

0
円
、
小
・
中
学
生
無
料

問
伊
藤
清
永
美
術
館

　
☎
52
5
4
5
6
Ｆ
53
2
0
8
8

第
61
回
企
画
展

「
教
室
で
生
ま
れ
た
!？
恐
竜
た
ち
」

日
11
月
12
日（
火
）ま
で

※
開
館
時
間
は
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
5
時（
入
館
は
午
後
4
時

30
分
ま
で
）

所
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館

企
画
展
示
室（
但
東
町
中
山
）

内
豊
岡
総
合
高
等
学
校
電
機
応
用

工
学
科
の
生
徒
た
ち
が
、
木
板

か
ら
作
製
し
た
空
・
陸
・
水
棲

の
恐
竜
と
当
館
収
蔵
の
恐
竜
関

連
資
料
の
展
示

料
一
般
5
0
0
円
、
高
校
・
大
学

生
3
0
0
円
、
65
歳
以
上
2
 5 

0
円
、
小
・
中
学
生
2
0
0
円

※
小
・
中
学
生
は
コ
コ
ロ
ン
カ
ー

ド
提
示
で
無
料

問
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館

☎
56

1
0
0
0

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　申申し込み先　問問い合わせ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス　　　　
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順
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と
し
ょ
か
ん
家
族
で
映
画
会

日
10
月
19
日（
土
）

時
間
内

○
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
・「
母

を
た
ず
ね
て
三
千
里
」（
世
界
名

作
劇
場
）

○
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
10
分
・

「
父
と
暮
せ
ば
」

所
図
書
館
本
館　

2
階　

視
聴
覚

講
演
室（
京
町
）

問
図
書
館
本
館
☎
23

6
1
5
1

ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
教
室
・       

合
同
記
録
会

日
10
月
20
日（
日
）午
前
9
時
〜
正
午

所
出
石
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

陸
上
競
技
場（
出
石
町
福
住
）

※
雨
天
時
は
、
出
石
多
目
的
屋
内

運
動
場（
出
石
町
福
住
）で
教
室

の
み
開
催

対
市
内
の
小
学
生（
1
〜
6
年
生
）

内○
陸
上
教
室（
基
本
動
作
、
練
習

方
法
の
実
技
）

○
合
同
記
録
会

・
1
〜
3
年
生
…
50
メ
ー
ト
ル
走
、

4
0
0
メ
ー
ト
ル
走

・
4
〜
6
年
生
…
1
0
0
メ
ー
ト

ル
走
、
8
0
0
メ
ー
ト
ル
走

講
師
但
馬
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ　

後
藤
知
宏
さ
ん

定
70
人

申
期
10
月
7
日（
月
）

申
問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

　
☎
21
9
0
2
3
Ｆ
24
4
6
6
9

ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
若
者
を  

持
つ
家
族
の
学
習
会

日①
10
月
4
日（
金
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

②
12
月
6
日（
金
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

③
2
月
7
日（
金
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

所①
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所　

栄
養

指
導
室（
幸
町
）

②
ド
ー
ナ
ツ
の
会
事
務
所（
塩
津
町
）

③
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所　

栄
養

指
導
室

内①
講
話「
ひ
き
こ
も
り
の
理
解
」

（
講
師
公
立
豊
岡
病
院
精
神
保

健
福
祉
士　

濵　

早
織
さ
ん
）

②
交
流
会「
い
ろ
ん
な
こ
と
を
語

り
合
お
う
」

③
交
流
会「
平
成
25
年
度
の
振
り

返
り
と
平
成
26
年
度
の
計
画
」

共
通
事
項

申
期
開
催
日
前
日

他
ド
ー
ナ
ツ
の
会
で
も
毎
月
第
3

土
曜
日
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

に
、
家
族
交
流
会
を
開
催
。
詳

細
は
、
ド
ー
ナ
ツ
の
会
へ
問
い

合
わ
せ

申
問

・
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
地
域
保

健
課
☎
26

3
6
7
2

・
ド
ー
ナ
ツ
の
会
☎
26
1
1
0
1

平
成
25
年
度
但
馬
高
齢
者    

生
き
が
い
創
造
学
院
文
化
祭

■
式
典
・
学
習
発
表
会

日
10
月
25
日（
金
）午
後
1
時
〜
3

時
20
分

所
但
馬
文
教
府（
妙
楽
寺
）

内
開
会
行
事
、
民
謡
、
編
み
物
・

ダ
ン
ス
教
室

■
作
品
展

日
10
月
25
日（
金
）〜
27
日（
日
）午

前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時（
27

日
は
正
午
ま
で
）

所
但
馬
高
齢
者
生
き
が
い
創
造
学

院
学
習
棟（
九
日
市
上
町
）

内　○
作
品
展

○
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー

・
模
擬
店（
陶
芸
・
麦
わ
ら
・
編

み
物
・
木
彫
作
品
）

・
ふ
れ
あ
い
喫
茶
室

・
体
験
コ
ー
ナ
ー（
ツ
ゥ
ゲ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
囲
碁
）

問
但
馬
高
齢
者
生
き
が
い
創
造
学

院
☎
23

9
6
1
5

Tた
じ

ま

ド

ー

ム

A
J
I
M
A
D
O
M
E

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
1
3
〜
秋
物
語
〜

日
10
月
20
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
4
時

所
県
立
但
馬
ド
ー
ム　

多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
芝
生
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
日
高
町
名
色
）

内○
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト（
ジ

ャ
ッ
ク
と
ジ
ャ
ン
ケ
ン
対
決
）

・
Hハ
ッ

ピ

ー

A
P
P
Y　
H
ハ

ロ

ウ

ィ

A
L
L
O
W
E

EンN
〜
お
菓
子
を
く
れ
な
き
ゃ

い
た
ず
ら
し
ち
ゃ
う
ぞ
!
〜

（
制
限
時
間
内
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
探
し
出
す
）

・
キ
ッ
ズ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大
会

（
午
後
2
時
30
分
〜
）

※
5
団
体
程
度
募
集
中

・
の
ぶ
り
ん
と
く
み
ち
ゃ
ん
の
歌

っ
て
遊
ぼ
う
! !（
午
後
1
時
〜
）

・「
そ
れ
い
け
!
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー（
午
前

11
時
〜
、
午
後
1
時
30
分
〜
）

○
車
乗
り
入
れ
&
手
持
ち
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

○
ち
び
っ
子
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

○
働
く
乗
り
物
コ
ー
ナ
ー

○
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
体
験
コ
ー
ナ
ー

○
フ
リ
ス
ビ
ー
ド
ッ
グ
公
式
選
手
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権
in
兵
イ
ン

庫
但
馬（
10
月
19
日
・

20
日
開
催
）

○
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

（
ふ
わ
ふ
わ
遊
具
な
ど
の
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
用
品
を
設
置
）

○
食
べ
歩
き
コ
ー
ナ
ー（
地
元
但

馬
の
特
産
物
な
ど
の
販
売
）

問
県
立
但
馬
ド
ー
ム

　
☎
45
1
9
0
0
Ｆ
45
1
9
0
1

　
ホhttp://www.tajim

adom
e.jp/

旧
軍
人
等
恩
給
説
明
・
相
談
会

日
10
月
18
日（
金
）午
後
2
時
〜
4
時

所
県
和
田
山
庁
舎　

3
0
2
会
議

室（
朝
来
市
）

対
現
在
、
恩
給
を
受
給
し
て
い
な

い
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

・
旧
軍
人
で
、実
際
に
軍
人
と
し
て

の
在
職
期
間
が
3
年
以
上
の
方
ま

た
は
そ
の
遺
族（
配
偶
者
な
ど
）

・
軍
人
期
間
中
に
公
務
ま
た
は
勤

務
関
連
で
傷
病
を
受
け
、
現
在

も
こ
れ
ら
の
傷
病
に
よ
る
後
遺

症
の
あ
る
方

・
実
在
職
年
が
は
っ
き
り
し
な
い

が
、
軍
人
期
間
の
あ
る
方
ま
た

は
そ
の
遺
族（
配
偶
者
な
ど
）

内
各
種
恩
給
制
度
の
説
明
と
個
別

相
談

問
県
社
会
援
護
課
恩
給
援
護
係

　

☎
0
7
8
3
6
2
3
2
0
4

第
11
回
但
馬
国
際
運
動
会

日
10
月
14
日（
月
・
祝
）正
午
〜

所
県
立
但
馬
ド
ー
ム（
日
高
町
名
色
）

内
在
住
外
国
人
と
一
緒
に
運
動
会
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
英
語
で

お
買
い
物
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

な
ど
も
あ
り

他
先
着
3
0
0
人
に
パ
ン
・
飲
み

物
提
供

問
豊
岡
市
国
際
交
流
協
会

　

☎
24

5
9
3
1

改
正
法
人
税
法
等
説
明
会

日
所

・
10
月
22
日（
火
）午
後
1
時
30
分

〜
・
じ
ば
さ
ん
但
馬　

2
階　

多
目
的
ホ
ー
ル（
大
磯
町
）

・
10
月
23
日（
水
）午
後
1
時
30
分

〜
・
新
温
泉
町
浜
坂
多
目
的
集

会
施
設　

2
階（
新
温
泉
町
）

※
い
ず
れ
か
都
合
の
良
い
日
に
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。

他
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

問
豊
岡
税
務
署
法
人
課
税
第
1
部

門
☎
22

2
1
5
9

募
　
集

平
成
25
年
度
豊
岡
市
成
人
式   

実
行
委
員
募
集

　

平
成
26
年
1
月
12
日（
日
）に
開

催
す
る「
平
成
25
年
度
成
人
式
」の

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
平
成
5
年
4
月
2
日
〜
平
成
6

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

内
式
典
進
行

（
司
会
、ピ

ア
ノ
伴
奏

な
ど
）、ア

ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
企
画
運
営

定
10
人
程
度

他・
第
1
回
実
行
委
員
会
は
、
10
月

18
日（
金
）開
催
予
定

・
成
人
式
の
詳
細
は
、
後
日
の
市

広
報
紙
に
掲
載

申
問
生
涯
学
習
課
人
権
・
社
会
教

育
係
☎
23

0
3
4
1

　
メshougaigakushuu@

city.
toyooka.lg.jp

平
成
26
年
度
採
用
豊
岡
市
　

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数
①
看
護
職
1
人
、

②
事
務
職
1
人

対
①
昭
和
30
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
、
看
護
師
・
准
看
護
師

資
格
を
有
す
る
方（
平
成
26
年

3
月
末
ま
で
に
同
資
格
を
取
得

見
込
み
の
方
を
含
む
）、
②
昭

和
60
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
高

等
学
校
以
上
の
学
校
を
卒
業
し

た
方（
平
成
26
年
3
月
末
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
方
を
含
む
）

試
験
日
所
内

○
第
1
次
試
験

・
日
程
…
11
月
10
日（
日
）

・
場
所
…
日
高
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー（
日
高
町
祢
布
）

・
内
容
…
教
養
試
験
、
作
文
試
験
、

適
性
検
査

○
第
2
次
試
験

・
日
程
…
12
月
上
旬
予
定（
第
1

次
試
験
合
格
者
に
直
接
通
知
）

・
場
所
…
日
高
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
内
容
…
面
接
試
験
、
身
体
検
査

（
指
定
の
検
査
書
提
出
に
よ
る
）

採
用
予
定
日
平
成
26
年
4
月
1
日

申
方
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
中

央
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
地
区
セ

ン
タ
ー
に
あ
る
募
集
案
内
を
参

照
し
、
申
込
書
に
記
入
の
上
、

持
参
ま
た
は
郵
送

申
期
10
月
3
日（
木
）〜
16
日（
水
）

必
着〔
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
30
分（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）〕

申
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
中
央

セ
ン
タ
ー
総
務
課（
〒
6
6
9

5
3
0
5　

日
高
町
祢
布
8 

9
1

2
日
高
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）☎
43

1
3
3
3
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＜コース・訓練内容・訓練期間など＞
コース 訓練期間 定員 申込期間 選考日

パソコン初級
コース８

10月25日（金）～
12月24日（火） 16人 10月７日（月）まで 10月16日（水）

医療・調剤事
務コース３

12月３日（火）～
平成26年１月31
日（金）

14人 10月11日（金）～11月12日（火） 11月22日（金）

（中高年齢者
向け訓練コー
ス）介護職員
初任者研修３

12月３日（火）～
平成26年２月28
日（金）

20人 10月15日（火）～11月15日（金） 11月25日（月）

パソコン初級
コース９

平成26年１月９
日（木）～３月7
日（金）

15人 11月15日（金）～12月16日（月） 12月26日（木）

パソコン初級
コース10

平成26年１月15
日（水）～３月14
日（金）

20人 11月26日（火）～12月26日（木）
平成26年１月
７日（火）

パソコン初級
コース11

平成26年１月21
日（火）～３月20
日（木）

10人 11月26日（火）～12月26日（木）
平成26年１月
10日（金）

介護職員初任
者研修４

平成26年２月４
日（火）～３月28
日（金）

14人
12月17日（火）～平
成26年１月17日
（金）

平成26年１月
27日（月）

体
験
入
園
の
募
集
　

日
10
月
21
日（
月
）〜
25
日（
金
）午

前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
0
〜
5
歳
児
と
保
護
者

料
1
日
2
0
0
円（
幼
児
の
み
給

食
体
験
あ
り
）

申
方
各
園
に
あ
る

所
定
の
申
込
用

紙
に
記
入
の
上
、

持
参

申
期
10
月
9
日（
水
）〜
11
日（
金
）

・
対
象
、
場
所
、
選
考
方
法
な
ど

の
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

・
訓
練
終
了
30
日
後
、
90
日
後
お

よ
び
平
成
26
年
8
月
末
ま
で
の

就
職
状
況
を
報
告
す
る
必
要
あ

り
問
県
立
但
馬
技
術
大
学
校
管
理
課

　

☎
24
2
2
3
3
ま
た
は
最
寄
り

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

平
成
26
年
度
但
馬
技
術
大
学
校

学
生
募
集

募
集
学
科
・
人
員

・
建
築
工
学
科
20
人

・
機
械
制
御
工
学
科
20
人

・
情
報
工
学
科
20
人

・
自
動
車
工
学
科
30
人

対
平
成
26
年
3
月
末
に
高
等
学
校

卒
業
見
込
み
者
で
、
高
等
学
校

長
の
推
薦
を
受
け
た
方

試
験
区
分
推
薦
入
校
試
験

試
験
日
10
月
26
日（
土
）

所
県
立
但
馬
技
術
大
学
校

試
験
科
目
面
接

申
方
指
定
の
願
書
に

記
入
の
上
、
持
参

ま
た
は
郵
送（
簡

易
書
留
）

申
期
10
月
1
日（
火
）〜
18
日（
金
）

必
着

申
問
県
立
但
馬
技
術
大
学
校
入
校

試
験
事
務
局（
〒
6
6
8

0 

0
5
1　

九
日
市
上
町
6
6
0

5
）☎
24

2
2
3
3

兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

平
成
26
年
度

身
体
障
害
者
訓
練
生
募
集

募
集
科
目
・
人
数

・
O
A
シ
ス
テ
ム
科
20
人

・
O
A
事
務
科
20
人

・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
科
20
人

・
イ
ン
テ
リ
ア
C
A
D
科
15
人

申
期

・
第
1
回
…
10
月
1
日（
火
）〜
31

日（
木
）

・
第
2
回
…
12
月
2
日（
月
）〜
平

成
26
年
1
月
22
日（
水
）

選
考
日

・
第
1
回
…
11
月
13
日（
水
）

申
問
各
園

但
馬
技
術
大
学
校
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

「
離
職
者
等
再
就
職
訓
練
」

受
講
生
募
集

選
考
方
法
筆
記
、
面
接

他 園名 募集組数 電話番号
西気保育園 ３ 45-0152
清滝保育園 ３ 45-0450
三方保育園 ２ 44-0610
静修保育園 ３ 42-1056
蓼川保育園 ２ 42-0169
蓼川第二保育園 ３ 42-1122
こくふこども園 ３ 42-1717
八代保育園 ３ 42-1731
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・
第
2
回
…
平
成
26
年
2
月
5
日

（
水
）

他・
校
内
に
寮
設
備
あ
り

・
応
募
対
象
、
申
込
方
法
な
ど
の

詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

問
兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

☎
0
7
2
7
8
2
3
2
1
0

　

ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡

　

☎
23

3
1
0
1

教
室・
講
習
・講
座

普
通
救
命
講
習

講
習
種
別
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

日
10
月
20
日（
日
）午
前
9
時
〜
正

午
所
消
防
本
部　

3
階　

会
議
室

（
昭
和
町
）

内
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、

A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）の
取
り
扱
い
方
法
、
大
出

血
時
の
止
血
法
、

窒
息
時
の
処
置

定
20
人

申
方
豊
岡
消
防
署
、

各
分
署
、
出
張

所
お
よ
び
駐
在
所
に
あ
る
所
定

の
申
込
用
紙（
市
消
防
本
部
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）に
記

入
の
上
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

ま
た
は
メ
ー
ル

申
期
10
月
15
日（
火
）必
着

申
問
豊
岡
消
防
署
救
急
係

　
☎
24
8
0
3
8
Ｆ
24
1
2
7
8

　
メshobo-keibo@

city.
toyooka.lg.jp

　
ホhttp://119.city.

toyooka.lg.jp

舞
台
技
術
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座

日
11
月
7
日（
木
）・
15
日（
金
）、

12
月
6
日（
金
）・
19
日（
木
）、

平
成
26
年
1
月
17
日（
金
）・
23

日（
木
）・
25
日（
土
）・
26
日

（
日
）

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ
と
ス

テ
ー
ジ

参
加
資
格
次
の
項
目
を
全
て
満
た

す
方

・
高
校
生
以
上（
高
校
生
は
保
護

者
の
同
意
が
必
要
）

・
音
響
・
照
明
な
ど
の
舞
台
技
術

に
興
味
が
あ
る

・
平
成
26
年
1
月
26
日
開
催
の

「
新
春
フ
ァ
ミ
リ
ー
音
楽
祭
」

（
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
）に
前
日
の

準
備
か
ら
参
加
で
き
る

内
音
響
・
照
明
・
舞
台
の
技
術
を

学
ぶ

定
音
響
5
人
、
照
明
5
人

申
方
申
込
書
に
記
入
の
上
、
持
参
、

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は

メ
ー
ル

申
期
10
月
31
日（
木
）必
着

申
問
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ（
〒
6
 6 

8
0
0
3
1　

大
手
町
4
5
）

　
☎
24
3
0
0
0
Ｆ
24
3
0
0
4

　
メinfo@

platz-npo.com

目
の
愛
護
デ
ー
記
念
行
事

「
健
康
講
座
」

　

10
月
10
日（
木
）は
、
目
の
愛
護

デ
ー
で
す
。

日
10
月
19
日（
土
）午
前
10
時
〜
11

時
30
分

所
近
畿
大
学
豊
岡
短
期
大
学　

和わ

花が

季と
き

ホ
ー
ル（
戸
牧
）

演
題
「
子
ど
も
の
目
の
健
康
に
つ

い
て
」

講
師
公
立
豊
岡
病
院
日
高
医
療
セ

ン
タ
ー
眼
科
セ
ン
タ
ー
長　

倉く
ら

員か
ず

敏
明
さ
ん

他
講
演
終
了
後
、
医
師
に
よ
る
目

の
健
康
相
談
を
実
施

問
日
高
医
療
セ
ン
タ
ー

　

☎
42

1
6
1
1

「
と
よ
お
か
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
3
」

市
民
男
子
家
庭
バ
レ
ー
教
室

日
所

・
10
月
20
日（
日
）・
市
民
体
育
館

（
立
野
町
）

・
11
月
10
日（
日
）・
日
高
文
化
体

育
館（
日
高
町
祢
布
）

対
社
会
人
の
男
性

内
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
試
合
体
験

持
運
動
で
き
る
服
装
、
運
動
靴
な

ど
申
期
開
催
日
の
1
週
間
前

申
問
豊
岡
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

理
事
長　

池
畑
秋
夫
さ
ん

　
☎
0
8
0
5
3
1
3
7
6
7
9

英
会
話
・
中
国
語
教
室

■
豊
岡
英
会
話
教
室

日
10
月
3
日
〜
11
月
21
日
の
毎
週

木
曜
日
午
後
7
時
30
分
〜〔
全

8
回
〕

所
中
央
公
民
館

■
日
高
英
会
話
教
室

日
10
月
3
日
〜
11
月
21
日
の
毎
週

木
曜
日
午
後
7
時
30
分
〜〔
全

8
回
〕

所
日
高
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
日

高
町
祢
布
）

■
豊
岡
中
国
語
教
室

日
10
月
7
日
〜
11
月
25
日
の
毎
週

月
曜
日
午
後
7
時
〜〔
全
8
回
〕

所
中
央
公
民
館
な
ど

共
通
事
項

料
各
4
千
円

定
各
15
人

申
問
豊
岡
市
国
際
交

流
協
会

　

☎
24

5
9
3
1

AEDAED
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相
　
談

こ
こ
ろ
の
相
談
室

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

日
10
月
18
日（
金
）午
後
1
時
〜
4

時
30
分（
相
談
は
1
人
1
時
間

程
度
）

所
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
健
康
福
祉
施

設（
立
野
町
）

内「
気
分
が
落
ち
込
み
元
気
が
出
な

い
」「
対
人
関
係
に
悩
ん
で
い
る
」

な
ど
、
心
の
悩
み

を
臨
床
心
理
士
や

保
健
師
に
相
談

※
事
前
申
込
み
必
要

他・
家
族
か
ら
の
相
談
も
可

・
個
人
の
秘
密
は
厳
守

申
問
健
康
増
進
課

　

☎
24

1
1
2
7

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言
・
相
続

無
料
相
談
会

日
10
月
19
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

相
談
内
容
遺
言
、
相
続

問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
6
6
2
6
5
6
9

司
法
書
士
に
よ
る

　
相
続
・
登
記
・
多
重
債
務
・

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

市
民
生
活
無
料
相
談
会

日
10
月
19
日（
土
）午
後
1
時
〜
8

時　

※
予
約
制

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

市
民
活
動

室
A（
大
手
町
）

申
問
兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
6
7
6
3
3
6
8

そ
の
他

宝
く
じ
助
成
の
利
用

■「
チ
ク
タ
ク
資
母
」の
車
両
を

 

更
新
し
ま
し
た

　

公
益
財
団
法
人
市
町
村
振
興
協

会
の
宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報
事
業

を
利
用
し
て
、
但
東
町
資
母
地
区

で
運
行
す
る「
チ
ク
タ
ク
資
母
」

（
平
成
23
年
5
月
か
ら
運
行
開
始
）

の
車
両
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、

自
治
宝
く
じ

の
普
及
宣
伝

に
資
す
る
事

業
で
、か
つ
、

社
会
福
祉
、

社
会
教
育
・

青
少
年
育
成

お
よ
び
安
全
安
心
、
そ
の
他
公
益

の
増
進
な
ど
に
寄
与
す
る
と
認
め

ら
れ
る
事
業
に
助
成
を
受
け
ら
れ

る
も
の
で
す
。

　

新
し
く
な
っ
た
車
両
で「
チ
ク

タ
ク
資
母
」は
、
資
母
地
区
の
皆

さ
ん
の
移
動
手
段
と
し
て
こ
れ
か

ら
も
活
躍
し
ま
す
。

※「
チ
ク
タ
ク
」…
市
の
支
援
を
受

け
な
が
ら
、
地
元
関
係
者
で
組

織
す
る
運
営
協
議
会
が
主
体
と

な
っ
て
運
行
す
る
、
地
域
主
体

の
公
共
交
通

問
都
市
整
備
課
交
通
政
策
係

　

☎
23

1
7
1
2

■
地
域
の
遊
具（
ブ
ラ
ン
コ
・

 

遊
動
木
）を
整
備
し
ま
し
た

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
宝
く
じ
の
助
成（「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業
）を
利
用
し
て
、
但

東
町
中
藤
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
広
場
に
ブ
ラ
ン
コ
1
基
、
遊

動
木
1
基
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
事
業

に
助
成
を
受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

整
備
し
た
ブ
ラ
ン
コ
、
遊
動
木

を
利
用
し
て
、
さ
ら
に
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
向
上
が
図
ら

れ
る
も
の
と
期
待
し
ま
す
。

問
但
東
支
所
地
域
振
興
係

　

☎
21

9
0
3
2

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
日
曜
納
税
相
談

日
10
月
6
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

所
市
役
所
本
庁
舎　

1
階（
税
務

課
内
）

内
納
税
に
つ
い
て
の
悩
み
ご
と
な
ど

※
税
金
の
納
付
も
可

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
っ

て
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
次
の
と

お
り
公
売
し
ま
す
。

公
売
方
法
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
競
り
売
り

参
加
申
込
期
間
9
月
26
日（
木
）午

後
1
時
〜
10
月
11
日（
金
）午
後

11
時

競
り
売
り
期
間
10
月
18
日（
金
）午

後
1
時
〜
20
日（
日
）午
後
11
時

代
金
納
付
期
限
10
月
28
日（
月
）午

後
3
時

公
売
物
件
車
な
ど
16
点（
予
定
）

参
加
申
込
方
法
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
の
参
加（
9
月
26
日
公
開

予
定
）

　

http://koubai.auctions.

　

yahoo.co.jp/hyg_toyooka_

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

city

参
加
資
格
一
部
の
例
外
を
除
き
、

20
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、
原

則
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

が
、
公
売
保
証
金
の
納
付
が
必

要（
公
売
保
証
金
不
要
物
件
を

除
く
）

○
下
見
会

　

公
売
物
件
を
実
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
落
札
し
た
物
件
は

返
品
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に

よ
く
見
て
公
売
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

日
10
月
6
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

所
市
役
所
本
庁
舎　

1
階

※
大
型
物
件
は
、
下
見
会
に
展
示

し
ま
せ
ん
。
下
見
を
希
望
の
方

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

（
日
程
な
ど
を
調
整
）。

他
次
の
サ
イ
ト
で
も
公
売
情
報
を

提
供

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
3.city.toyooka.

lg.jp/koubai/top.htm

・
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の

　
　
　
　
　
　
　

公
売
シ
ス
テ
ム

　

http://koubai.auctions.
yahoo.co.jp/

問
税
務
課
収
税
係（
公
売
担
当
）

　

☎
23

1
1
1
8

警
察
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル「
♯
シ
ャ
ー
プ9
1
1
0
」

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

　
「
1
1
0
番
」は
事
件
・
事
故
を

緊
急
通
報
す
る
た
め
の
専
用
ダ
イ



広報とよおか　2013.9.2531
FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

月日 担当医師・
住所

10
月

20日（日） 中沢　洋
（出石町本町）

27日（日） 赤松　亮
（九日市下町）

ヤ
ル
で
す
。
緊
急
で
な
い
相
談
な

ど
は
、「
♯
9
1
1
0
」を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

※
通
話
料
は
掛
か
り
ま
す
が
、
相

談
は
無
料
。
個
人
の
秘
密
は
厳

守
警
察
総
合
相
談
電
話
番
号

　

☎
♯
9
1
1
0

問
豊
岡
北
警
察
署

　

☎
32

0
1
1
0
ま
た
は
豊
岡

南
警
察
署
☎
24

0
1
1
0

地
籍
調
査
成
果
の
閲
覧

閲
覧
期
間
10
月
9
日（
水
）〜
29
日

（
火
）午
前
9
時
〜
午
後
5
時　

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

閲
覧
内
容
対
象
区
域
の
地
籍
図（
案
）

お
よ
び
地
籍
簿（
案
）

閲
覧
場
所
問
地
籍
調
査
課

　

☎
21

9
0
6
4

結
核
は
現
代
の
病
気
で
す

○
結
核
は
結
核
菌
で

　
　
　
　
　
　
起
こ
る
病
気
で
す

　

結
核
は
、
患
者
の
咳せ
き

な
ど
で
結

核
菌
が
空
気
中
に
飛
び
出
し
、
周

り
の
人
が
そ
れ
を
直
接
吸
い
込
む

こ
と
で
感
染
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
結
核
に
感
染
し
て
も

必
ず
発
病
す
る
の
で
は
な
く
、
発

病
す
る
の
は
10
人
に
1
人
か
2
人

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
に
感
染
さ
せ
る
お
そ

れ
が
あ
る
の
は
、
咳
・
痰
な
ど
に

結
核
菌
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
で

す
。
咳
・
痰
が
な
い
場
合
や
痰
の

中
に
結
核
菌
が
な
い
場
合
は
人
に

は
感
染
し
ま
せ
ん
。

○
長
引
く
咳
は
要
注
意

　

結
核
の
初
期
症
状
は
あ
ま
り
は

っ
き
り
と
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
咳
や
痰
、
発
熱
な
ど
の

症
状
で
始
ま
り
ま
す
。
2
週
間
以

上
咳
や
痰
が
続
く
場
合
は
、
す
ぐ

に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

○
結
核
は
治
る
病
気
で
す

　

結
核
は
、
治
療
方
法
の
発
達
に

よ
り
、
比
較
的
短
期
間
で
効
果
的

な
治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
治
療
を
続
け

る
こ
と
で
、
周
り
の
方
に
う
つ
す

恐
れ
も
な
く
な
り
ま
す
。

　

自
分
の
た
め
、
大
切
な
方
に
う

つ
さ
な
い
た
め
に
も
、
早
期
の
発

見
と
予
防
が
大
切
で
す
。

問
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所（
豊
岡

保
健
所
）☎
26

3
6
6
0

適
正
な
使
用
で
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

ガ
ソ
リ
ン
燃
料
な
ど
を
使
用
す

る
場
合
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

○
ガ
ソ
リ
ン
燃
料

・
金
属
製
の
専
用
容
器
を
使
用
す

る
・
ふ
た
な
ど
は
し
っ
か
り
閉
め
、

密
栓
す
る

・
火
気
の
近
く
や
高
温
と
な
る
場

所
で
は
保
管
し
な
い

・
直
射
日
光
の
当
た
ら
な
い
風
通

し
の
良
い
場
所
で
保
管
す
る

・
使
用
の
際
は
、

圧
力
弁
な
ど
を

操
作
し
、
圧
力

を
抜
く

・
給
油
す
る
と
き

は
、
必
ず
エ
ン

ジ
ン
を
停
止
し
、
ま
た
周
囲
に

火
気
な
ど
が
な
い
か
確
認
し
、

風
通
し
の
良
い
場
所
で
行
う

○
ガ
ス
燃
料

・
ボ
ン
ベ
は
倒
れ
な
い
よ
う
に
固

定
す
る

・
直
射
日
光
や
火
気
を
避
け
、
ボ

ン
ベ
が
高
温
に
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る

・
点
火
前
は
周
囲
に
ガ
ス
臭
が
し

な
い
か
確
認
す
る

・
ホ
ー
ス
は
専
用
の
も
の
を
使
用

す
る

・
ホ
ー
ス
、
機
器
の
接
続
部
に
緩

み
、
亀
裂
な
ど
が
な
い
か
確
認

す
る

○
火
気
使
用
器
具

・
取
扱
説
明
書
な
ど
で
正
し
い
使

用
方
法
を
確
認
す
る

・
可
燃
物
、
危
険
物
の
近
く
で
使

用
し
な
い

・
機
器
に
損
傷
や
劣
化
が
な
い
か

点
検
す
る

・
電
気
機
器
は
許
容
量
を
守
り
、

た
こ
足
配
線
は
し
な
い

・
消
火
器
な
ど
を
準
備
す
る

問
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
24

1
1
1
9

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携
小
児

休
日
救
急
診
療
日
程

日
・
担
当
医
師

※
診
療
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

場
公
立
豊
岡
病
院

他
1
歳
以
上
の
小
児
で
、
緊
急
性

の
な
い
自
己
都
合
な
ど
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
時
間
外
診
察

料
金
3
1
5
0
円
の
負
担
あ
り

問
公
立
豊
岡
病
院
救
急
受
付

　

☎
22

6
1
1
1

大字名
該当小字名

（※は小字の一部が今回対象となる
もの）

戸牧 馬路、末谷、ヲカガイ、奥坂口、神
田岩、狐塚、堂ケ坪

伊賀谷 森ノ本、菅麻、平岩、立石、平田、
堂ノ脇、向谷、庵ノ奥、後谷、城山

岩井
（奥岩井）手訳、福井谷

結 ※上ケ谷、※突谷、※宮ノ上、※メ
ガチ、※亀ノ甲

森本 ※古川、ユリ山、※苗原、下梅田、
上梅田、森本

金原 キゝヤ、ホウラジ、家ノ下口、浪滝

河江 老ノ谷、家ノ向、比曽谷、ヒソ谷、
フクロ谷、峠谷

暮坂
ダドコ、※ウシワ、クゴ田、※辻堂、
※平野、※コイ谷、寺ノ下、※ハン
入谷、※下谷

奥赤 水越、梅ケ坂、根郡



土曜としょかん｢折り紙教室｣　参加者募集‼
　折り紙で秋の花や果物、動物を作ります。　
　実り豊かな里山の秋を折り紙で楽しみましょう。
　日時：10月５日（土）　午前10時10分～

場所：本館２階　工作交流室
対象：小学生以上　参加費：100円
内容：お話を聞いた後、折り紙制作
折り紙指導：水島　勉さん　　定員：20人

秋の果物の本
< 一 般 >

果実とハーブのお酒とシロップ
ジャムとお茶とコンポート
田端永子／レシピ（八月社）

　秋の果物を、おいしい保存食にし
ませんか。お酒・シロップ・ジャム・
お茶・酢・コンポート…美しい写真・
見やすい紙面で楽しく学べます。健
康効果のワンポイントアドバイスも
うれしい一冊です。

< じ ど う >
さあちゃんのぶどう
みのしま　さゆみ／文
ふくだ　いわお/絵（くもん出版）

　さあちゃんはぶどうが大好き。庭
の木にぶどうが実るのを楽しみに待っ
ています。いよいよ明日は収穫の日。
ところがぶどうは無残にも食べ荒らさ
れて…さあちゃんの悲しみと優しさが
胸にせまります。読後にぜひもう一度、
絵本の表紙を見つめてください。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

10月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後6時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町5-28） 日高 ☎21-9060（日高支所1階）
城崎 ☎21-9072（城崎支所2階） 出石 ☎21-9010（出石支所1階）
竹野 ☎21-9078（竹野支所3階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター1階）

10月の行事予定

※詳細は、各館に問い合わせください。

乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳
児 6 歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
1 火 （休館日）

2 水

10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
10：30～ 竹野 にじっこ絵本（竹野子育てセンター）　乳 幼
10：30～ 出石 えほんのとびら（出石子育てセンター）　乳 幼
11：00～ 本館 おはなしのゆりかご　乳

3 木 11：00～ 城崎 ほっぺとえほん　乳 幼
4 金

5 土
10：10～ 本館 土曜としょかん（工作：折り紙教室）　児

10：30～ 竹野 テーマであそぼ！「ワクワクハロウィン」　幼 児
（工作：ハロウィンの工作）

10：30～ 但東 おはなしのもり（工作：かべかけポケット）　幼 児
6 日
7 月
8 火 （休館日）
9 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
10 木
11 金

12 土
10：30～ 城崎 おはなしランド（工作：家族でおはなし糸でんわ）　幼 児
10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児
13：30～ 城崎 ｢城の崎にて｣を読む　般

13 日
14 月 （休館日）
15 火 （休館日）

16 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
11：00～ おはなしのゆりかご　乳

17 木 10：30～ 日高 絵本の読み聞かせの会（日高子育てセンター）　乳
18 金

19 土 10：30～ 本館 としょかん家族で映画会
（１本目：10：30～２本目：13：30～）　児 般

14：00～ 但東 切り絵Art（ブックカバー作り）　児 般
20 日 13：30～ 本館 子どもの読書推進講演会｢生きる力を育てる読書支援｣　般
21 月
22 火 （休館日）
23 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

24 木 10：30～ 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳 幼
10：30～ 出石 えほんのとびら　乳 幼

25 金

26 土

10：10～ 本館 読み聞かせ研修会　般
10：30～ 竹野 おはなしミッケ！　幼 児
10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児
14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

27 日 14：00～ 出石 としょかん・くらぶ　児
28 月
29 火 （休館日）
30 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
31 木 （休館日）
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10月の予定
　市内6カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせてください。
※定員があるものは、事前に申し込んでください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石支所1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎支所2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高支所3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

子育ち＆親育ち講座

そとあそび広場　於 : 資母認定こども園　現地集合

そとあそび広場　於：宵田小公園　現地集合

10月の子育ち＆親育ち講座　於：豊岡市民プラザ　練習室

そとあそび広場　悪天候時は中止

日　時

①２日（水）午後１時30分～ 正法寺ふれあい公園
②９日（水）午後１時30分～ 中嶋神社
③18日（金）午後１時30分～ 中央公園（ふれあい）
④23日（水）午前10時15分～ 但馬空港芝生公園
⑤31日（木）午前10時15分～ 総合体育館･芝生広場

対　象 乳幼児と保護者
内　容 戸外での遊び、子育て相談

日　時 ①ほっとたいむ ７日（月）、24日（木）午前11時～
②おやこふれあいたいむ 17日（木）午前10時30分～

対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌や童謡を歌う②紙芝居やいろいろな遊び
その他 午前中（９時～正午）は身長や体重の計測

おたのしみ広場

絵本の読み聞かせの会

ちびっこカーニバル「とよおか家族の日」たこ＆折り紙製作

そとあそび広場

絵本の読み聞かせ＆折り紙製作

パパと遊ぼうデー｢ミニ運動会｣

なかよし広場

えほんのとびら

日　時 ６日（日）午後２時～４時 申込期限 ４日（金）
対　象 乳幼児と保護者　※家族みんなできてください
内　容 親子でキャラバン隊とダンス、｢子どもの発達と生活リズム｣講演会

日　時 ①８日（火）午前10時15分～11時30分 日高町民公園
②22日（火）午前10時15分～11時30分 植村直己冒険館駐車場集合

対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①固定遊具や芝生広場で遊ぼう！②どんぐりを拾ったり、ちびっ子広場で遊ぼう！
その他 雨天や場所のコンディションが悪い場合は中止

日　時 23日（水）午後１時30分～３時30分
対　象 子育て中の保護者　先着20人（一時保育　15人）
内　容 ｢子どもの意欲はいつ伸びるの?今でしょ!｣ 申込開始 ７日（月）

日　時 17日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせの会

日時 20日（日）午前10時～午後３時 場　所 日高支所前テニスコート周辺
対象 幼児と保護者、小学生
内容 午前：たこ作り、午後：アンパンマン折り紙

日　時 ６日（日）午前10時～11時30分
場　所 城崎健康福祉センター　１階　多目的ホール
対　象 乳幼児と保護者
内　容 吹奏楽の演奏、ヨーヨーつり、製作、輪投げ、魚釣り　など

日　時 24日（木）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　先着15組　（一時保育　10人）
内　容 ｢良い叱り方、悪いほめ方｣ 申込開始 ５日（土）
講　師 子育てセンター　所長　永田由紀

日　時 ９日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 園庭で外遊び 持ち物 帽子、タオル、お茶
その他 雨天の場合は、センターで遊ぶ

日　時 10日（木）午前10時30分～11時30分　　※雨天時中止
対　象 乳幼児と保護者 持ち物 お茶、帽子
内　容 しゃぼんだま、かざぐるま、遊具などで遊ぶ

日　時 23日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者

日　時 ５日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と父親　※家族で来てください
内　容 小さいお子さんでも楽しめる内容です

日　時 16日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師によるミニ講話｢風邪予防について｣、親子遊び、交流、計測

日　時 ２日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館出石分館による絵本の読み聞かせ

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ

おはなし広場

子育てまつり（第20回きのさき福祉まつりに参加）

日　時 ５日（土）、19日（土）、26日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

日　時 ８日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 季節の歌や懐かしい童謡、唱歌を歌う

日　時 26日（土）午前10時30分～11時30分 申込開始 ８日（火）
対　象 子育て中の保護者　先着15組（一時保育12人）
内　容 ｢解決!こどもの病気｣ 講　師 公立豊岡病院小児科　山田博之　医師

日　時 ２日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 図書館司書による読み聞かせ

日　時 １日（火）、15日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 壁飾りと置き物　※参加費　100円

日　時 ４日（金）午前10時30分～11時30分　※悪天候時中止
対　象 乳幼児と保護者 内　容 かざぐるま、凧揚げ、戸外遊び

日　時 23日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 広場で遊びましょう

わいわいコーラス

こどもの救急セミナー　於 : 城崎支所　大会議室

にじっこ絵本

楽しい制作

そとあそび広場　於：菊屋島運動公園

そとあそび広場　於 : 国民休暇村

なかよし広場　於：豊岡市民プラザ　ほっとステージ
日　時 16日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳未満の乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊び、交流、計測、子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）

とよおか家族の日
家族でおもいっきり遊んじゃおう！

とよおか家族の日
パパとあそぼうデー“おやこっこ運動遊び” 

日　時 12日（土）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と家族　先着25組 申込開始 ２日（水）
内　容 親子遊び、パネルシアターなど
講　師 生涯学習サポート兵庫　嘉仁（よしひと）さん

日　時 20日（日）午前10時～11時15分 申込開始 ７日（月）
場　所 しばっこ広場　※悪天候時は子育て総合センター・子育て学習室
対　象 １、２歳の幼児とお父さん　先着20組 ※ご家族でどうぞ
講　師 こども育成課　主任　仲義　健 日　時 23日（水）午前10時30分～11時

対　象 乳幼児と保護者 内　容 紙芝居、体操、パネルシアターなど

とよおか家族の日
パパと遊ぼうＤ

　デ　ー　

ＡＹ！　於 : 日高農村環境改善センター

家族うんどう会　於 : 中竹野ふるさと館
日　時 ５日（土）午前10時～正午
対　象 乳幼児とその家族全員集合！ 持ち物 新聞紙１日分、お茶
内　容 ０歳から大人まで参加できます
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植村直己冒険館 （日高町伊府）
☎44－1515 FAX 44－1514（水曜日休館）

施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
市民会館 （立野町）

☎23－0255 FAX 24－0952（火曜日休館）

出石文化会館 ひぼこホール（出石町水むな上がい）
☎52－6222 FAX 53－2131（火曜日休館）

※一時保育は、原則、１歳半～就学前の幼児を対象とします。

■地域文化コーディネーター養成プロ
グラム

　地域の芸術活動を推進する地域文化コーディネ
ーターを養成する講座を開講します。

■水森かおり～ふれあいリサイタル～
　｢ご当地ソングの女王｣と呼
ばれ、10年連続ＮＨＫ紅白歌合
戦出場の水森かおりのリサイ
タル。

■ザ・ビートルズ／クイーン／マイケ
ル・ジャクソン　1966カルテット

　1966カルテット（女性
グループ）が、洋楽の名
曲をクラシックで贈るコ
ンサート。

■2012｢植村直己冒険賞｣受賞者
　竹内洋

ひろ

岳
たか

特別展『挑戦は終わらない
～8000ｍ峰14座完登、その先へ～』

　11月22日（金）
　　開演14：30
◇入場料　全席指定　5,000円
　　　　　（当日券500円増）
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　11月15日（金）までに申し込みください。
◇チケット　当館および各プレイガイドで購入可

　12月７日（土）
　　開演18：00
◇入場料　全席指定　Ａ席2,000円、Ｂ席1,500円、
　　　　　桟敷席（ペア）3,200円（当日券各500円増）
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　11月29日（金）までに申し込みください。
◇チケット　当館および各プレイガイドで購入可

　竹内さんが実際に使用していた装備品、写真パネ
ルを展示し、その軌跡を数々のエピソードを交えて
紹介。

豊岡市民プラザ （JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24－3000 FAX 24－3004 （火曜日休館）

　10月18日（金）　開演19：00　於：市民活動室Ｄ
◇受講料　800円
◇講　師　衛

えい
　紀

き
生
せい
さん（可児市文化創造センター

アーラ館長）
◇講座名　「まちと人の文化力」

■但馬ハイスクールアートフェスティバル
　（高校生アートプロジェクト）
　但馬の高等学校文化部が、学校、学年の垣根を越
えて集結！地域の高校生の若さと情熱を、音楽･演
劇･展示などで発表します。
　11月２日（土）　於：ほっとステージ･交流サロン　
　　展示部門　11：00～17：00
　　ステージ部門　13：00～17：00
◇入場料　無料
◇共　催　兵庫県高校演劇研究会但馬支部

《同時開催》2012｢植村直己冒険賞　特別賞」
　村口德

のり

行
ゆき

・渡邉玉枝特別展『ちょっと
山に行ってきます、その山はエベレスト』

　エベレスト登頂記録の２人、村口さん（日本人最
多７回）と渡邉さん（女性世界最高齢）の登山時の様
子を装備品や写真パネルなどで紹介。

　11月26日（火）まで開催
◇入館料　一般500円、高校生200円、小･中学生150

円（ココロンカード提示で無料）

伊藤清永美術館 （出石町内町）
☎52－5456 FAX 53－2088（水曜日休館）

■第17回　伊藤清永賞子ども絵画展
　幼稚園児、小･中学生が描いた絵画展。
　子どもらしい発想でのびのび描いた絵が並びます。

■第30回企画展｢円山川～人と自然の歴史～｣
　母なる川｢円山川｣周辺の
自然、歴史、文化にスポット
を当て、円山川とともに生き
てきた人々の暮らしを紹介。

　11月26日（火）まで開催

《関連事業》
■学芸員講座
　｢円山川が育んだ但馬の歴史･文化｣

◇会　期　10月５日（土）～29日（火）
◇入館料　一般300円、65歳以上・身体障害者・高校 ･

大学生150円、小･中学生 無料

　10月26日（土）　開演13：30
※講座終了後、企画展の展示解説を行う。
◇入館料　一般500円、高校生200円、小･中学生150円

但馬国府・国分寺館 （日高町祢
にょう

布）
☎42－6111 FAX 42－6112（水曜日休館）

『兵庫県漁具図解』
（関西学院大学図書館蔵）
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平成25年９月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

10月の主な行事
OCTOBER

平成25年

17（木）但馬ドームセンター棟ギャラリー『フォトサークル青空写真展』（県立但馬ドーム　～11月６日）
18（金）志賀直哉来町100周年記念・「志賀直哉が愛した湯島古道を歩く」(城崎温泉周辺)
19（土）としょかん家族で映画会（10：30～、13：30～　図書館本館）
20（日）竹野駅伝競走大会（８：30～　竹野中央公園周辺）一般公募普通救命講習会Ⅰ

（９：00～12：00　豊岡市消防本部）
ジュニア陸上教室・合同記録会
（９：00～12：00　出石総合スポーツセンター）
第25回ちびっこカーニバル（10：00～15：00 日高支所前周辺）
第４回道の駅「神鍋高原」ふれあいふぁーむ友の会収穫まつり

（10：00～15：00　道の駅「神鍋高原」）
T
た じ ま ド ー ム

AJIMADOMEキッズフェスティバル2013～秋物語～
（10：00～16：00　県立但馬ドーム）

子どもの読書推進講演会「生きる力を育て
る読書支援」（13：30～15：30　図書館本館）
平成25年度防災学習会（豊岡市民プラザ）

21（月）
22（火）そとあそび広場（10：15～11：30　植村直己冒険館駐車場集合）
23（水）そとあそび広場（10：30～11：30　国民休暇村広場）おたのしみ広場（10：30～11：00　日高子育てセンター）

わらべうた＆製作（10：30～11：30　出石子育てセンター）
24（木）志賀直哉来町100周年記念・「志賀直哉が愛した湯島古道を歩く」（城崎温泉周辺）

子育ち＆親育ち講座
（10：00～11：30　但東子育てセンター）

25（金）
26（土）第16回大石りくまつり（豊岡市街地　～27日）平成25年三原谷の川の風まつり

（竹野町旧大森小学校周辺　～27日）
学芸員講座「円山川が育んだ但馬の歴史・
文化」（13：30～　但馬国府・国分寺館）

27（日）
28（月）マタニティママ交流広場（９：30～　豊岡市民プラザ）
29（火）
30（水）パパと遊ぼうデー（10：30～11：30　城崎地区公民館）
31（木）

ひ
と
り
ご
と

1（火）第30回企画展「円山川－人と自然の歴史－」（但馬国府・国分寺館　～11月26日）
但馬ドームセンター棟ギャラリー『田中忍写真
展～虹の彼方～』（県立但馬ドーム　～14日）
楽しい制作（10：00～11：30　竹野子育てセンター）

2（水）
3（木）
4（金）
5（土）第17回伊藤清永賞子ども絵画展（９：30～　伊藤清永美術館　～29日）

家族うんどう会（10：00～12：00　中竹野ふるさと館）
第３回神鍋高原クロスカントリー秋

（神鍋高原クロスカントリーコース）

6（日）「子どもの発達と生活リズム」講演会～幼児期に育てたいこと～
（10：00～12：00　出石文化会館ひぼこホール、
14：00～16：00　日高農村環境改善センター）
子育てまつり
（10：00～11：30　城崎健康福祉センター）
パパと遊ぼうＤ

デ ー
ＡＹ！

（14：00～16：00　日高農村環境改善センター）
2013マウンテンバイク３種目選手権in神鍋
高原（神鍋高原マウンテンバイクコース）

7（月）
8（火）
9（水）そとあそび広場（10：30～11：30　資母認定こども園）
10（木）そとあそび広場（10：30～11：30　出石宵田小公園）

11（金）元げ ん き気iん ぐ

ngピック（10：00～　総合体育館）

12（土）志賀直哉来町100周年記念『城の崎にて』を読む（13：30～15：00　城崎支所）

13（日）出石秋祭りだんじり（出石町大手前駐車場前）
14（月）体育の日とよおかスポーツフェスティバル2013

（９：30～　ウェルストーク豊岡など）

15（火）楽しい制作（10：00～11：30　竹野子育てセンター）
16（水）なかよし広場（９：30～11：30　豊岡市民プラザ）なかよし広場（10：30～11：30 　出石子育てセンター）

▼「
八
重
の
桜
」で
、
川
崎
尚
之
助
の

出
番
が
終
わ
り
ま
し
た
。
激
動
の
時

代
を
、
一
途
に
、
力
の
限
り
走
り
抜

け
た
そ
の
生
き
様
は
、
視
聴
者
の
記

憶
に
し
っ
か
り
と
残
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
さ
あ
、
こ
れ
か
ら
は
、
今
を

生
き
る
我
々
の
番
で
す
！ 

Ⓨ

合　計 男　性 女　性 世帯数
86,829人（－23人） 41,617人（－22人） 45,212人（－1人） 32,657世帯（－5世帯）
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失意の日々
　平穏な日々を送って
いたりくですが、赤穂
事件が起きて藩は取り
潰され、やむなくりく
は子どもを連れ、京都山科、豊岡を転々とします。
　豊岡に帰るとすぐ、連座を逃れるために吉千代
を僧にし、豊岡で生まれた三男大三郎も乳飲み子
のうちに養子に出しました。
　討ち入りを果たした四十七士は、翌年２月に切腹。
夫と長男を失います。翌年、病気で長女くう、次いで、
大石家再興を一身に背負っていた次男吉千代（祖練）
までも亡くしてしまいます。髪をおろし、父が建てた正
福寺で冥福を祈る毎日を送っていました。

りく

　私たちの暮らしの発展に尽くし、近代日本の礎を築いた人、スポーツ・芸術の普及発展に心血を
注いだ人など、豊岡にはさまざまな先人たちの心が息づいています。
　その先人たちに学び、志を引き継ぎましょう。

　《問合せ》文化振興課☎23-1160

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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豊岡偉人伝　17　『最終回』

妻として母として懸命に生きた　りく

生い立ち
　りく（理玖・陸）は、
豊岡藩の筆頭家老石
束家の長女として京
町（豊田）で生まれま
した。京極家が豊岡
藩の藩主として丹後
田辺（舞鶴）から移っ

てきた翌年のことでした。
　ここでりくは成人し、赤穂藩の筆頭家老である
大石内

く ら の す け

蔵助良
よし

雄
たか

に嫁ぎます。りく18歳、良雄は10
歳年上の28歳でした。

穏やかな日々
　大石家は赤穂城の三の丸にあり、建物は300畳以上
もの広さで、長屋門や池もある大きな屋敷でした。結
婚して間もなく、長男の松之丞、長女くう、二男吉千
代が生まれ、子どもの声が聞こえる穏やかな日々が続
きました。このころのりくが父毎公にあてた書状に、『く
うが習字を習い始めたら、吉千代も書きたいとせが
んでいる』また、『夫良雄は無類のそば好きで、新そ
ばが出たら少しでもいいから分けてほしい』などと書か
れ、ほほえましい家族の日常をうかがわせます。妻と
して母として充実した日 を々過ごしたに違いありません。

そして広島へ
　赤穂事件から12年を経て、代三郎（大三郎）が赤
穂藩と姻戚関係にあった広島藩に仕官するため、
りくも豊岡をあとにします。夫良雄の悲願であっ
た大石家再興がかなったのです。るりとの三人の
同行には豊岡・広島両藩から百人の行列がついた
ともいわれています。
　再び、平穏な生活に戻ったりく（香林院）は、夫
と長男の十三回忌に、豊岡の正福寺に仏具「けいす」
を送りました。
　広島に移ってからの代三郎の
出世や、るりの結婚を見届け、母
としての務めを果たした香林院
は、広島の地で68歳の生涯を静
かに閉じました。

りくが生まれた邸宅跡

寛文９年（1669）　りく、生ま
　　　　　　　　れる
延宝２年（1674）　父毎

つね

公
もと

、石
いし

　　　　　　　　束
づか

家を継ぐ
貞享３年（1686）　この年、大
　　　　　　　　石良雄と結
　　　　　　　　婚か
元禄元年（1688）　長男松

まつ

之
の

丞
じょう

、生まれる
元禄３年（1690）　長女くう、生まれる
元禄４年（1691）　次男吉

きち

千
ち

代
よ

、生まれる
元禄12年（1700）　次女るり、生まれる
元禄14年（1701）３月　赤穂事件起きる
　　　　　　　６月　りく親子山科に移る
　　　　　　　12月　松乃丞元服、主

ち か ら

税良
よし

金
かね

と名乗る
元禄15年（1702）４月　りくはくうを連れて豊岡へ
　　　　　　　６月　次男吉千代、竹野の寺で僧に
　　　　　　　　　　なる
　　　　　　　７月　三男大三郎、生まれる
　　　　　　　10月　大石、正式にりくを離縁
　　　　　　　11月　大三郎を久美浜へ養子に
　　　　　　　12月　四十七士、吉

き

良
ら

邸に討ち入り
元禄16年（1703）２月　大石ら切腹。大三郎、りくの
　　　　　　　　　　元に帰る
宝永元年（1704）　長女くう、亡くなる。15歳
宝永６年（1709）　次男吉千代（祖

そ

錬
れん

）、亡くなる。
　　　　　　　　19歳
正徳３年（1713）　りくたち、広島へ
元文元年（1736）　りく、広島で亡くなる。68歳

りく木像（日下寛治作）

香林会館に伝わる
「けいす」

正福寺創建時の寺号額


